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第１章 串間エコツーリズムを推進する地域 

 

（１） 推進の目的及び方針 

１）推進の背景と目的 

串間市は宮崎県の最南端に位置し、面積は 295.17 ㎢、東部は洋々たる日向灘、南部は志布志

湾に臨み、北部は都城市及び日南市と山をもって境し、西は龍口、笠祇などの山麓をもって鹿児

島県志布志市と隣接しています。龍口山、笠祇山などを主峰とする北部一帯は、鬱蒼とした山林

に包まれ、森林資源の宝庫となっています。これらの連山に源を発する河川は、串間市内の中央

を貫流する福島川をはじめ、善田川、千野川、本城川、市木川などの河川に分かれ、その流域は

肥沃で豊富な農産物を産出しています。 

気象は、日向灘を回流する黒潮の影響を受けて、南東部の沿岸には無霜地帯があり、亜熱帯植

物が自生しています。年平均気温は 18.2 度、年間降水量は 2666.5 ㎜、日照時間は 2144.3 時間

で、温暖多雨多照の南国的気候に恵まれています。 

基幹産業である農業については、恵まれた気象条件を生かし、３月中旬には田植えが始まる早

期水稲をベースに、きゅうりやピーマンなどの施設野菜、食用甘藷やごぼう、オクラなどの露地

野菜、完熟キンカンやマンゴーなどの果樹と肉用牛などの複合経営、茶や酪農の専業経営などが

行われています。 

また、串間の自然観光資源に目を向ければ、沿岸部は変化に富んだ島々や岩礁が点在する風光

明媚な『日南海岸国定公園』に指定されていて、国指定特別天然記念物である『都井岬ソテツ自

生地』や、国指定天然記念物『岬馬およびその繁殖地』と『幸嶋サル生息地』、『石波の海岸樹林』、

日本の渚百選に選ばれた石波海岸、宮崎県の希少野生動植物重要生息地に指定される『笠祇・古

竹草原』や『本城干潟』、全国有数のサーフスポットでアカウミガメの上陸産卵地でもある『恋

ヶ浦』、九州最大級の『都井岬黒井沖テーブルサンゴ群集』、日本で初めて海中公園に定められた

夫婦浦の『日南海岸海中公園』など、非常に豊富な自然観光資源の宝庫となっています。さらに、

これらの資源は中心市街地から車で 30～40 分圏内にあって、雄大な自然を身近に楽しむことが

できる自然観光都市となっています。 

これまで串間市は、これらの豊富な自然観光資源を、保全しながら持続可能な形で活用し、後

世へ伝えていくことを表明してきました。昭和 49 年 10 月 24 日に制定された『串間市民憲章』

には、『わたくしたちは、豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう』、また、平成 15 年 6

月 30 日の『水辺環境保全都市宣言』には、市民が『美しいふるさとの水辺を守り、市民共通の

財産として子々孫々に伝えていく』と謳われています。そして近年では、SDGｓ（持続可能な発

展のための目標）の理念を念頭に掲げ、自然を背景とする再生可能エネルギーの活用を目指した

『串間市ゼロカーボンシティ宣言』を行っています。串間市ではこの宣言に基づき、風力発電施

設や木質バイオマス発電施設等において、再生可能エネルギーについて触れて SDGｓを学ぶエコ
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ツアーについても積極的に推進します。 

 

これらの基本理念はいずれも、エコツーリズム推進法及びエコツーリズム推進基本方針の理念

とも合致するものであり、これに基づいて串間市では、多数の関係者が参画して串間市における

エコツーリズムの推進に係る協議・決定の場とする『串間エコツーリズム推進協議会』を平成 26

年 4 月に設立し、平成 29 年 2 月には下記の基本理念に基づく全体構想を策定しました。これに

より『自然感幸（観光）地域づくり』を推進し、資源保全的にも経済振興的にも、持続可能な地

域振興を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）推進にあたっての現状と課題 

① 自然が身近であるが故の保全の難しさ 

串間市では、自然観光資源の多くが中心市街地から車で 30～40 分の圏内に存在しており、

これを気軽に楽しめることが大きな魅力です。例えば観光拠点の１つである都井岬には、国指

定天然記念物の野生化馬である岬馬が生息していますが、生息地の中まで広い県道が整備され、

岬馬のハーレム群を間近で観察することが可能となっています。 

自然を身近に楽しめる観光地であることから、逆に保全することの難しさもあり、野生動物

との誤った接し方（過剰な接近やエサやり行為など）が原因で動物に悪い影響を与えたり、利

用者が威嚇・攻撃を受けたり、希少植物の盗掘やゴミの不法投棄等の懸念があります。ゆえに、

串間市のエコツーリズム推進においては、この素晴らしい自然資源の価値を、より多くの利用

者へ効果的に啓発して、持続可能な形で継承してゆくために、保護活用に向けたルール作りや、

自然との正しい接し方と魅力を現場で啓発するガイドの養成を行ってきました。 

② 低迷する観光 

宮崎県の最南端に位置する串間市は、優れた自然観光資源の宝庫であり、特に日南海岸国定

公園に含まれる東部の沿岸は、ワシントンヤシやソテツ、ビロウ、カンナなど南国の植物と、

青い海、白い砂浜が南国情緒にあふれた素晴らしい景観を有していて、昭和 50 年代には新婚

旅行ブームで年間 100 万人を超える観光客が訪れていました。しかし、近年の串間市における

～ 串間エコツーリズム 基本理念 ～ 

 串間エコツーリズムは、地域の自然資源や生活文化を守りながら、

持続可能なかたちで活用し、この恩恵を次世代にも送り届けることを

目的とします。 

 自然・歴史・文化・産業などの資源を活かした感動体験を通して、

串間ファンを育てることで、地域の元気化を目指します。  
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観光客数の推移は、昭和 52 年の約 113 万人をピークに年々減少の一途をたどり、令和元年には約

22万5千人となっています。現在、新型コロナウイル感染症の影響を受け観光客数はさらに減少してい

る状況ではありますが、道の駅くしまや都井岬観光交流館パカラパカ、高松キャンプ公園など新たな観

光スポットの開業等により回復の兆しも見えてきています。 

串間市は、温暖な気候と日照時間を活用してスポーツ・文化合宿の誘致にも力を入れていて、

年間およそ 80 団体の利用が宿泊客数の数字を押し上げていますが、これを考慮すると、観光

客の宿泊者数は非常に少ないのが現状です。 

（単位：万人） 

 昭和 52 年 平成 2 年 平成 12 年 平成 22 年 令和 2 年 

総入込客数  112.9 57.4 32.3 17.3 16.5 

宿泊客数 13.3 17.2 5.5 2.3 1.4 

  

近年の利用形態としては、前述のスポーツキャンプの他に、春秋の行楽シーズンを中心にレ

ンタカーやマイカーを利用した個人旅行が主流となっています。新型コロナウイルス感染症の

流行以降は特に増えました。一方、旅行会社のバスツアーの減少や、公共交通機関である列車

やバスの運行本数が少ないことが課題となっています。 

年齢層としては、新婚旅行ブームで宮崎を訪れたシルバー世代を中心に、釣り客やサーフィ

ンなど海のレジャーを楽しむ若者世代が多く見られますが、都井岬観光交流館パカラパカ、高

松キャンプ公園、道の駅くしまなどの新たな観光スポットの開業によりファミリー層の利用も

増加傾向にあります。 

 

③ 参加体験型観光の推進 

串間市の観光入込客数は、ピーク時に比べると大きく減少していることはすでに述べました。

これは近年の観光が、『見るだけのサイトシーイング型』から『参加型・体験型』の観光へと嗜

好が変化してきていることで、豊かな自然資源が『素材として存在するだけ』では、観光客は

短時間で通過してしまうため、この地域の魅力を十分に伝えることが難しい時代になったのだ

と考えられます。 

入込客数の多くが国内旅行者であることを考慮すれば、今後の日本の人口減少もあり、さら

に入込客数の減少が続くことは避けられないと予想されます。 

しかしながら、エコツーリズムの推進は入込客数を伸ばすことが第一目的ではなく、利用者

の一人一人に『おもてなし』が行き届く質の高いエコツアー商品を提供することで、参加者の

満足度を高め、一人当たりの滞在時間と消費金額を高めつつ、一回の受け入れ人数は少なくと

も、環境負荷を小さく抑えながらリピーターを獲得することで、保全と地域活性化の両立を目

指すことが理想であると考えます。 

これを実現するためには、串間エコツーリズムの理念に基づく地域素材のさらなるメニュー



串間エコツーリズム推進全体構想 

4 

 

化や、メニューを実践できる事業者の育成と質の向上、登録認定されたメニューの効果的な販

売促進など、これまでの取り組みを継続・発展させることが必要です。 

 

④ 地域文化と自然環境を継承する担い手の不足（後継者不足と地域の過疎化） 

串間市の自然観光資源は、人間の生活文化と密接な繋がりをもって守られてきたものが多く

あります。例えば、宮崎県の希少野生動植物重要生息地に指定されている『笠祇・古竹草原』

には、日当たりのよい草原を好む草原性の絶滅危惧植物が多く生息します。この草原は、もと

もとは牛馬のための草取り場として古くから利用されてきた場所で、野焼きや草刈りなどの里

山的な管理をされて、人の生活と共に守られてきた景観です。しかし、現在では地域の高齢化

と過疎化の影響から、この草原環境を守り伝える後継者不足が問題となっています。 

過疎高齢化の問題は、串間市の基幹産業である農林漁業や、文化財の保護継承など市内全域

の様々な分野で深刻になりつつあります。 

串間エコツーリズムでは、こうした地域の問題解決を目的としたエコツアー商品（野焼きな

どの生活文化や、伝統芸能など無形文化財をメニュー化することで価値啓発と保護を両立する

ことや、農林漁業体験や農林水産品等の地場産品を販売することで、所得の増加や雇用創出、

耕作放棄地の発生防止など持続可能な基幹産業の仕組み作りにつながること）を実施すること

も考えられます。 

また、人と人との親密な交流が生じる体験型観光を推進する過程で、これまでの観光客層と

異なる新たな交流人口の増加により、自然観光資源の価値が再認識されれば、郷土愛が培われ、

エコツーリズムに参加する地域も元気化することで、誰もが住みたいと思えるようなコミュニ

ティが醸成されると考えられます。数十万の通過型観光客ではなく、毎年串間を訪れて頂ける

ような『串間ファン』を少しずつでも獲得していければ、これら過疎高齢化の問題を解決する

地域振興策ともなり得るものと期待されます。 

 

⑤ 広域でつながる地域連携を目指す 

宮崎県の最南端に位置する串間市は、大都市圏からは大きく離れていて、特に公共の交通機

関は利便性が悪いため、しばしば陸の孤島と呼ばれることもあります。福岡県の博多区からは

高速自動車道で 4 時間 30 分、鹿児島市からは 2 時間、宮崎県の県庁所在地である宮崎市から

は 1 時間 30 分が必要です。仮に、串間市だけを目的に旅行する観光客にとっては多くの時間

を陸路の移動に費やすこととなります。陸の孤島を逆手にとって、体験型・滞在型のエコツー

リズムを推進することと同時に、開発された商品をより効果的に販売促進していくには、串間

市だけにとどまらず、より広域で地域が連携することも必要であると考えます（例えば、日南

市と串間市は、広域で連携して観光メニューの開発やモニターツアー等を実施する『県南観光

ネットワーク推進協議会』を組織しています）。宮崎市方面と繋がる日南市や、熊本方面と繋が

る都城市、近畿地方と繋がるカーフェリーを有する志布志市など、近隣地域の体験・滞在型観
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光ソフトとも連携することができれば、より大きな地域の元気化が実現できると期待されます。 

 

３）推進の基本方針 

エコツーリズムを推進するためには、これに参加する地域全体の理解と協力が不可欠であり、

その推進にあたっては、エコツーリズムの目的についての十分な周知を行って、地域全体で活発

な意見交換と合意形成が必要であると考えます。参加する地域全体で、目的と目標を共有し、そ

れを達成するための手段として、地域の素材を見つめなおして魅せ方を工夫し、郷土の魅力を高

めるエコツーリズムを推進します。 

その推進の過程で、総合的な地域力が磨き上げられることで、観光地域づくりによる『地域の

元気化』を目指します。 

 

これを実現するため、次の３つの基本方針を定めます。 

 

【ＳＴＥＰ１】 感幸（観光）地域づくり 

串間の豊かな地域資源を活かした感動体験メニューを実施して、地域も利用者も自然に

（nature & naturally）幸せを感じる感幸（観光）地域づくりを目指します。 

 

【ＳＴＥＰ２】 先祖からの恩恵を次世代へ恩送り 

郷土の豊かな自然資源や生活文化の恩恵は、私たちの先祖が代々これを守り伝えて、私たち

に送り届けてくれたものです。私たちはこの恩恵を、先祖には恩返しの気持ちをもって大切に

守り、浪費させることなく、次世代にも恩送りすることを目指します。 

 

【ＳＴＥＰ３】 串間ファンの育成と地域の元気化 

串間エコツーリズムに参加する地域も利用者も含め、『この土地が好きだ！』という串間ファ

ンを育てることで、郷土愛を醸成し、地域の元気化を目指します。 

 

（２）推進する地域 

串間市の自然観光資源は市内全域に点在しており、これらが市街地から車で 30～40 分圏内で周遊

できる場所に位置しています。今後、これらの各地域に内在するあらゆる資源を磨きあげることで、

新たなエコツアーメニューが開発できると期待されるため、串間エコツーリズムを推進する地域は、

下図の串間市全域とします。 

ただし、実際の利用に際しては、関係各位の生活文化や管理経営に支障がないよう十分に検討する

ものとします。また、市内各所に所在する自然観光資源の位置については、付録３に示します。 
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推進する地域の位置図 
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第２章 対象となる自然観光資源 

 

串間エコツーリズムでは、地域に内在するあらゆる自然や生活文化を対象としていることから、

エコツアーで活用可能な資源は無数にあると言っても過言ではありません。また、エコツアーの

企画や実施を通じて、これらの資源を住民自らが掘り起こして伝えることは、エコツーリズムの

意義の一つといえます。 

ここでは、これら多くの資源の中から、エコツーリズムの対象となる主なものを自然観光資源

として整理します。なお、串間市の里地・里山や海岸地域では、鳥獣による農林業被害が生じて

いることから、自然観光資源には、個体数管理や駆除などによって、人と自然の共生のあり方を

考える内容も含むこととします。 

また、自然観光資源は、以下の通りに区分します。 

 

自然観光資源の区分と対象 

区  分 対  象 

（１）動植物の生息地又は生育地その他の自然 

環境に係るもの（自然資源） 

動植物 

動植物の生息地・生育地 

地形・地質 

自然景観 

（２）自然環境と密接な関係を有する風俗習慣 

その他の伝統的な生活文化に係るもの 

   （歴史文化資源） 

伝統文化 

生活文化 

伝統的な産業 

（３）その他の観光資源 再生可能エネルギー 

史跡 

 

自然観光資源のうち、自然の保全や文化の継承に重要な問題が生じる可能性があるものについ

ては、特定自然観光資源への指定を検討します。また、指定に当たっては、関係各位の生活文化

や管理経営に支障がないよう十分に検討するものとします。 
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（１）動植物の生息地又は生育地その他の自然環境に係るもの 

1 区  分 動植物 

細 区 分 哺乳類 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

過去の調査報告などから、ニホンザル、タヌキ、イノシシ、アナ

グマ、キツネ、ホンドイタチ、チョウセンイタチ、テン、ノウサギ、

アカネズミ、ヒメネズミ、カヤネズミ、ドブネズミ、クマネズミ、

コウベモグラ、キクガシラコウモリ、ユビナガコウモリ等の生息が

挙げられます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

現在、野生の哺乳類を活用したエコツアーは実施されておらず、

今後の活用が期待されます。課題は、串間市全域に広がりつつある

ニホンザルやイノシシによる農作物の被害です。都井岬など観光地

の野生動物では、餌付けがされないよう注意が必要です。 

 

2 区  分 動植物 

細 区 分 鳥類 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

クマタカ、サシバ、ノビタキ、アカハラ、シロハラ、ルリビタキ、

ジョウビタキ、サンコウチョウ、オオルリ、ヤマセミ、カワガラス、

アカショウビン、コシジロヤマドリ、フクロウ、オオコノハズクな

どが観察され、珍しいヤツガシラも記録されています。水辺では水

鳥が多く観察でき、カワセミやイソシギ、セキレイのほか、コアジ

サシやカモ類、サギ類、カモメ類を多く観察できます。特筆すべき

は、クロツラヘラサギが毎年 10羽前後渡来して越冬することです。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

現在はクロツラヘラサギなど、水鳥の観察会が行われています。

騒音や人の姿などによって生息環境を悪化させないように注意する

ほか、周辺住民への配慮や、橋上・道路からの観察会では交通への

注意も必要となります。 

 

3 区  分 動植物 

細 区 分 両生類・爬虫類 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

ニホンアマガエル、ヒキガエル、トノサマガエル、ヌマガエル、

ニホンアカガエル、ツチガエル、カジカガエル、イモリ、シマヘビ、

アオダイショウ、マムシ、ニホントカゲ、カナヘビ、ヤモリ、ジム

グリ、クサガメ、イシガメ等が生息します。大型の爬虫類としては

アカウミガメが挙げられ、串間市内では年間 50 頭ほどが産卵のた
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めに上陸しています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

現在、エコツアーでの活用はありませんが、可能性の高い種はア

カウミガメです。夜間に上陸産卵中のアカウミガメの観察をする場

合は、直接照明を当てない等の配慮が必要です。砂浜清掃や保護活

動の体験など、環境教育での利用が期待されます。 

 

4 区  分 動植物 

細 区 分 魚類 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

串間市における河川流域の特徴的な種では、トビハゼ、ヒトミハ

ゼ、イシハゼ、マゴチ等があり、アカメの生息記録もあります。釣

魚はシブダイ、メジナ、カサゴ、ヘダイ、チヌ、イサキ、シマアジ、

ヒラマサ、ブダイ、アジ、ブリ、スズキ、タチウオ、カンパチ等が

挙げられ、夏季には漁船からタモですくうトビウオ漁も行われてい

ます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

現在は、水産会社が企画する定置網体験や観光トビウオすくいな

どが実施されています。釣り場も貴重な資源で、岩礁には多くの釣

り客が訪れていますし、船釣りも盛んで、今後は釣り客を対象とし

たエコツアーも期待されます。ただし、アカメは「宮崎県野生動植

物の保護に関する条例」で捕獲等が禁止されているため注意が必要

です。 

 

5 区  分 動植物 

細 区 分 陸産貝類（カタツムリ） 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

宮崎県内では串間市だけでしか見つかっていないノミガイ及びベ

ニゴマオカタニシが海岸樹林に生息しています。ベニゴマオカタニ

シは石灰岩特産種とされていますが、串間市は全国で唯一、非石灰

岩地での生息が確認されている場所です。人家付近ではタカチホマ

イマイやギュリキギセル、森林の落ち葉の中には、貴重なシリブト

ゴマガイが見られる地域もあります。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

陸産貝類は雨期に多く見られるため、観光ではマイナスに思われ

がちな雨天時にエコツアーで活用できる可能性があります。ただし

希少種の生息地を具体的に公開することは控えるべきです。 
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6 区  分 動植物 

細 区 分 昆虫類 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

九州南部に位置する立地から、リュウキュウムラサキ、ツマベニ

チョウ、アマミウラナミシジミ、ウスキシロチョウなど南方系のチ

ョウがよく観察され、都井岬では馬糞を分解する糞虫の仲間である

オオセンチコガネやゴホンダイコクコガネを見ることができます。

海岸植生がよく残されている地域では、希少種のイカリモンハンミ

ョウやヤマトマダラバッタを見ることもできます。本城地区の山地

ではアサギマダラが出現しており、同地のクヌギ・コナラの雑木林

にはクワガタ・カブトムシが多く生息しています。これらの他にも、

河川ではゲンジボタル、山地ではヒメボタルを観察できます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

現在、昆虫をメインにしたエコツアーはありませんが、南方系の

チョウや糞虫の観察は有望な資源です。ゲンジボタルは最近、市街

地の水路など身近な場所でも生息が確認されています。ヒメボタル

の観察は、地元の愛好家の元で行われています。希少な昆虫につい

ては、生息場所の公開により過度な採集が行われる可能性があり、

情報公開には十分に注意する必要があります。また、山地ではスズ

メバチが多く見られるようになっているため、注意が必要です。 

 

7 区  分 動植物 

細 区 分 大木 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

○福島小学校のクス（市指定天然記念物） 

  福島小学校にあり、樹高 12ｍ、目通り 4.9ｍ 

○福島高校のケヤキ（市指定天然記念物）（11 本） 

  福島高校にあり、 樹高 12ｍ前後、目通り 3.2ｍ前後 

○串間神社のスギ（市指定天然記念物）（8 本） 

  串間神社にあり、樹高 17ｍ前後、目通り 3.0ｍ前後 

○本城神社のイチョウ（市指定天然記念物） 

  本城神社にあり、 樹高 10ｍ、目通り 4.1ｍ 

○稲荷神社のクス（市指定天然記念物・宮崎県巨木 100 選） 

  稲荷神社にあり、樹高 10ｍ、目通り 5.0ｍ 

○滝山神社のスギ（市指定天然記念物） 

  滝山神社にあり、樹高 18ｍ、目通り 3.5ｍ 

○滝山神社のイチョウ（市指定天然記念物） 
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  滝山神社にあり、樹高 16ｍ、目通り 4.0ｍ 

○市木神社のタブノキ（市指定天然記念物） 

  市木神社にあり、樹高 20ｍ、目通り 4.7ｍ 

○大矢取国有林のクスノキ 

  大矢取クスノキ等遺伝資源希少個体群保護林にあり、樹高 32

ｍ、目通り 5.2ｍ 

○大矢取国有林のイチイガシ 

  大矢取クスノキ等遺伝資源希少個体群保護林にあり、樹高 31

ｍ、目通り 4.4ｍ 

○大矢取国有林のタブノキ 

  大矢取クスノキ等遺伝資源希少個体群保護林にあり、樹高 20

ｍ、目通り 4.6ｍ 

○大矢取国有林のツブラジイ 

  大矢取クスノキ等遺伝資源希少個体群保護林にあり、樹高 20

ｍ、目通り 3.7ｍ 

○勿体岡のスダジイ林（市指定天然記念物） 

  勿体岡にあり、樹高不明 、目通り 3.7ｍ 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

エコツアーでの利用にあたっては、多くが国有林や寺社仏閣、私

有地であることから、所有者の許諾を取ることが必要です。踏圧に

よる根の損傷から大木の衰弱を招くことがあり、コース選定には注

意が必要です。また、案内板や説明看板、パンフレットの作成が望

まれます。利用に際してのルートの設定については、事前に土地所

有者との十分な協議が必要です。 

 

8 区  分 動植物の生息地・生育地 

細 区 分 貴重な植物群落 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

串間市は面積の約 76.5％が森林で、その多くが人工林やシイ・カ

シの二次的植生ですが、それでも多くの良好な天然林が残っており、

特に、海岸部の亜熱帯型や福島川中流にはこの地域の典型的な照葉

樹林の植物群落が見られます。また、古くからの里地里山利用から

形成された火入れ草原は全国的にも希少な植物群落です。 

○笠祇・古竹草原 

  300 年以上前から持続されている火入れ草地で、里山特有のヤ

ナギスブタ群落、ゴマシオホシクサ群落等が見られ、草原環境を
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好む絶滅危惧種が多く生育しています。「宮崎県野生動植物の保護

に関する条例」で、希少動植物の「重要生息地」に指定されてい

ます。 

○本城干潟の塩沼地植物群落 

  ハマサジ群集などの、干潟塩沼地依存の植物群落が見られます。

宮崎県南部は干潟が少なく、重要な生態系です。「宮崎県野生動植

物の保護に関する条例」で、希少動植物の「重要生息地」に指定

されています。 

○藤・石波海岸のハマナツメ群落 

  河口の汽水域に、塩沼低木植生のハマナツメ群落をはじめ、ハ

マゴウ群落やヒトモトススキ、カモノハシなどが優占する群落も

見られます。石波海岸は「日本の渚百選」にも選ばれており、周

辺には亜熱帯性植物やタチバナの混生するタブノキ群落、幸島の

照葉樹林があり、落ち着いた安らぎのある農村景観は格別の魅力

があります。 

○大矢取クスノキ等遺伝資源希少個体群保護林 

  多くのクスノキやイチイガシ、タブノキなどの巨木のほか、こ

の地域の成熟した照葉樹林からなる植物群落が見られます。隣接

地の赤池渓谷とは植物群落に違いがあり、一体として散策し観察

すると楽しみが増えます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

これらの地域では、外部の観光客が地域で指定された道を歩いて、

地域資源の価値啓発や住民との交流が生まれる「フットパス」等の

取り組みが始まっています。また、火入れ等の継続的な維持管理が

必要な笠祇・古竹草原では、地域の過疎・高齢化により管理体制の

存続が危惧されています。 

これらの貴重な植物群落は、特殊な環境下で維持されているため、

不用意な利用で壊滅的な被害を受ける恐れもあることから、明確な

ルールを設定してからの利用が望まれます。 

 

9 区  分 動植物の生息地・生育地 

細 区 分 都井岬ソテツ自生地 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

野生化馬「岬馬」の生息地として知られる都井岬の突端にあり、

自生ソテツの北限地として、1921 年（大正 10 年）に国の天然記念

物に指定され、1952 年（昭和 27 年）には特別天然記念物に指定さ
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れました。太平洋を望む断崖に約 3000 株のソテツが自生しており、

芝の丘陵とあわせて、まるで庭園のように美しいと言われています。 

自生地のソテツは、塩害等により葉の一部が枯死していますが、

ソテツは成長が遅いため、他の植物との競合を避けて、塩の当たる

厳しい環境を選んでいるのではないかとの意見もあり、貴重な野生

ソテツの姿だと考えられます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

国の特別天然記念物であると同時に、全域が日南海岸国定公園に

指定されています。宮崎県ではソテツの実を利用した工芸品などが

ありますが、この地域のソテツは採取や損傷等が原則禁止されてい

ます。国民的財産として、後生に残すことが最重要であり、エコツ

アーの利用には十分に注意が必要です。 

 

10 区  分 動植物の生息地・生育地 

細 区 分 幸嶋サル生息地 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

幸島とそこに生息するニホンザルは、1934 年（昭和 9 年）に国の

天然記念物に指定されました。石波海岸から 200ｍ沖合にある島で、

周囲約 3.5 ㎞、標高 113ｍ、周囲を崖に囲まれ、照葉樹林に被われ

ています。植生はムサシアブミ－タブノキ群集を中心とした森林で、

ビロウ、モクタチバナ、フカノキ、オオタニワタリ、キイレツチト

リモチ等の亜熱帯性植物が残されています。 

幸島のニホンザルは、京都大学が世界で初めて餌付けと個体識別

法によるサル研究を始めた「日本霊長類学発祥の地」であり、イモ

洗い等の文化的行動が観察されたことで有名です。  

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

サルの保護管理と調査研究は、京都大学の野生動物研究センター

幸島観察所が担っています。現地には渡船業者があって、利用者は

有料で渡ることができます。サルは早朝から 10 時頃にかけて島の西

に位置する砂浜近くに現れます。その後、林内を遊動し、海岸で貝

類を食べたりもします。確実な観察機会を得るためには、午前中に

訪れるとよいでしょう。 

国の天然記念物であると同時に、全域が日南海岸国定公園に指定

されています。エコツアーでの利用にあたっては、文化財保護法や

自然公園法を順守すると同時に、事前に串間市や京都大学等、関係

各位と十分な協議が必要です。特にサルの行動を変容させるような

餌付け行為等は決して行ってはなりません。 
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11 区  分 動植物の生息地・生育地 

 細 区 分 石波の海岸樹林 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

1951 年（昭和 26 年）に国の天然記念物に指定されました。串間

市の南東端に位置する海岸樹林で、ムサシアブミ－タブノキ群集を

中心とする森林であり、ハカマカズラやモクタチバナ、リュウキュ

ウヌスビトハギ等の亜熱帯性植物や暖地性植物が見られます。海浜

側にはマサキ－トベラ群集も見られ、「日本の渚百選」にも選ばれた

優れた海岸景観が楽しめます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

国の天然記念物であると同時に、全域が日南海岸国定公園に指定

されています。エコツアーでの利用にあたっては、文化財保護法や

自然公園法を順守すると同時に、希少動植物の生息情報については

情報公開の内容を制限する必要があります。 

 

12 区  分 動植物の生息地・生育地 

細 区 分 岬馬およびその繁殖地 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

1953 年（昭和 28 年）に国の天然記念物に指定されました。江戸

時代初期に高鍋藩の秋月氏により藩営牧場が開設されて以来、ノシ

バを中心とする火入れ草地が形成され、草原性の絶滅危惧植物種も

多く生育しています。  

現在、岬馬は周年自由放牧・自然繁殖で生息しているため、国内

では大変貴重な野生化馬の社会を容易に観察することができます。 

都井岬は観光地でもあり、岬馬は良い意味で人馴れをしています。 

団体で観察しても逃げられることはなく、餌も与えないため、人に 

餌をねだるような悪慣れをしていないため、動物観察の対象として

非常に魅力的な資源です。 

広大な海と緑の草原に、野生化馬のハーレム群を望める都井岬は、

県内でも特に風致景観に優れ、他の追随を許さない魅力があります。 

岬馬を中心とする都井岬の草原生態系は、馬糞の分解者や草原性の

希少種など、そのすべてを環境教育の教材として利用できます。 

都井岬観光交流館パカラパカでは、岬馬の生態ガイドツアーが実

施されていて、利用者に対するインタープリテーション機能を有し

ています。観光客だけでなく、学校教育での利用も増加しています。 

利用の概要及び 都井岬には、毎年約 10 万人の観光客が訪れます。馬に悪影響を与
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利用にあたって

配慮すべき事項 

えるような餌やり行為や、ゴミの不法投棄、希少植物の盗掘等がな

いように、保存会である都井岬馬保護対策協力会の監視員が監視活

動を行っています。しかし保存会の構成員は高齢化が著しいため、

エコツアーの実施者も監視員の機能を担うことが期待されます。 

国の天然記念物であると同時に、全域が日南海岸国定公園に指定

されています。また、馬と土地の地権者としては都井御崎牧組合が

あり、エコツアーの利用にあたっては文化財保護法や自然公園法を

順守すると同時に、地権者とも十分な事前協議が必要です。 

 

13 区  分 動植物の生息地・生育地 

細 区 分 都井岬のオキナグサ群生地 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

都井岬では、江戸時代初期に高鍋藩の秋月氏により藩営牧場が開

設されて以来、ノシバを中心とする火入れ草地が形成され、草原性

の絶滅危惧植物種が多く生育していますが、その中でもオキナグサ

は都井岬に春を告げる代表的な草花です。草丈が低いので、里山的

な草原管理がなければ藪に覆われて消えてしまいますが、都井岬で

は岬馬が管理する草原で馬と一緒に共生（オキナグサは毒草である

ため馬が食べ残す）してきたことで、非常にたくさんの株を身近に

観察することができます。 

オキナグサは串間市の笠祇・古竹草原や熊本県阿蘇市の草原でも

見られますが、海が見える草原に、馬の群れと一緒に写真が撮れる

環境は全国的にも貴重です。現地では、馬を中心とする草原生態系

を解明する魅力資源の１つとして、エコツアーや学校教育活動での

ガイダンスに活用されています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

多くの観光客が自由に訪れる環境であるため、踏み付けや盗掘等

がないように、監視活動や価値啓発の取り組みが必要です。岬馬の

保存会である都井岬馬保護対策協議会の監視員が監視活動を行って

いますが、エコツアーの実施者も現場での監視や価値啓発の機能を

担うことが期待されます。 

 

14 区  分 動植物の生息地・生育地 

細 区 分 本城地区（千野川・江切川）のゲンジボタル 

主な自然観光資

源及びそれを取

本城地区の千野川には、5 月下旬～6 月上旬にかけてゲンジボタ

ルの乱舞が見られていました。しかし徐々に数の減少が見られ、今
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りまく特性 はホタルが確認されていません。国道や集落が近いことによる光害

が影響していると考えられます。ただ、ホタルの餌となるカワニナ

がいることから今後またホタルが見られる可能性もあります。 

 同じく本城地区の江切川では、近年ホタルが確認されています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

餌となるカワニナが生息できるよう、千野川・江切川の水質を保

つ努力が必要です。川に鯉を放流すると、カワニナやホタルの幼虫

が食べられてしまいます。また、遺伝子の攪乱を防ぐため、他地域

との間でカワニナやホタルを移動させないことも大切です。一方、

人間の生活による光害には規制がかけられません。今は注意深く見

守り、できる範囲での保護の取り組みが望まれます。 

 

15 区  分 動植物の生息地・生育地 

細 区 分 本城地区のヒメボタル 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

串間市本城地区の居城田、遍保ヶ野から高畑山方面への山中では、

5 月下旬～6 月上旬にかけてヒメボタルの乱舞が見られます。ヒメ

ボタルの幼虫は陸生で、陸産貝類（カタツムリ）を餌としています。

高畑山の森は適度な湿気が保たれており、ヒメボタルの餌となる陸

産貝類（カタツムリ）が数多く生息しています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

森のキャンプ体験等と合わせて、ヒメボタル観察会も行われてい

ます。夜の森で淡く光るヒメボタルは、ゲンジボタルとはまた違う

魅力があります。餌となる陸産貝類が繁殖しやすいよう照葉樹林を

守る努力が必要です。 

 

16 区  分 動植物の生息地・生育地 

細 区 分 本城干潟 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

本城川の河口に広がる干潟です。環境省が選定する「日本の重要

湿地 500」に選ばれ、多様な塩生植物のほか、シオマネキやハクセ

ンシオマネキ、フトヘナタリなど多くの希少種が生息しています。

近年ではこれらを捕食するエイも見られるようになりました。冬季

には、希少なクロツラヘラサギなどの渡り鳥もやってきます。多種

多様な底生生物も観察できる、貴重な干潟となっています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

教育目的で底生生物や水鳥の観察が行われています。「宮崎県野生

動植物の保護に関する条例」で、希少動植物の「重要生息地」に指

定されているため、観察会等を実施する際には、宮崎県や地元漁協
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と十分な協議を行うとともに、生物の採集は必要最小限とし、観察

後には干潟に返す等の配慮が必要です。また、水の事故を防止する

ための安全対策に留意するとともに、ゴミの不法投棄等により干潟

環境が悪化しないよう配慮する必要もあります。 

利用を促進する際には、干潟の観察ルール・マナーを啓発すると

ともに、周辺環境に悪影響が出ないよう、駐車場・トイレ・説明の

看板などの整備が必要です。 

 

17 区  分 動植物の生息地・生育地 

細 区 分 都井岬沖のテーブルサンゴ群集 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

串間市は黒潮の影響を直接受け、その海岸線はほぼ全域が岩礁地

帯からなるため、豊かなサンゴ群集が発達しています。 

都井岬沖では、平成 25 年にテーブルサンゴの仲間であるクシハ

ダミドリイシの大群集（約 9ha）が見つかり話題となりました。 

一方で、近年はこれらのサンゴ群集でオニヒトデやヒメシロレイ

シガイダマシの食害と白化現象が報告されており、甚大な被害を被

っているため、日南海岸サンゴ群集保全協議会が有害生物の調査や

駆除活動を行っています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

テーブルサンゴは色彩が鮮やかではないため、サンゴ群集に生息

する他の生物（熱帯魚など）も合わせて紹介するなど、エコツアー

での利用には工夫が必要です。利用にあたっては、シュノーケルや

ダイビングなどのマリン体験が期待されます。また、利用の際に有

害生物の駆除を取り入れるなど、サンゴの活用と保護活動を併せて

実施していくことが肝要です。 

 

18 区  分 動植物の生息地・生育地 

細 区 分 築島の亜熱帯性植物群落とサンゴ群集 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

島の 30％近くがビロウ群落で覆われています。 

また、島の港湾内では、波の穏やかな浅い水深でサンゴ群集が多

く見られ、地元ダイバーからは、ウミガメが安定して根付いている

という報告もあります。サンゴ群集はオニヒトデやヒメシロレイシ

ガイダマシの食害と白化現象が報告されており、甚大な被害を被っ

ているため、日南海岸サンゴ群集保全協議会が有害生物の調査や駆

除活動を行っています。 
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利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

島までは船で 3 分程度ですが、現在は渡船業者が無いため、島の

住民と交渉して渡ることとなります。エコツアーの利用に際しては

港湾を利用する漁業者や住民との十分な協議が不可欠です。また、 

全域が日南海岸国定公園に指定されていることも留意すべきです。 

まだエコツアーでの利用はありませんが、簡単にサンゴが見られ

る場所であり、安全性も高いため、教育目的でのエコツアーも期待

されます。 

 

19 区  分 地形・地質 

細 区 分 都井岬のオリストストローム 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

都井岬の地質は、中生代の第三紀中頃に大規模なオリストストロ

ームにより形成されたことが解明されました。一般的な地すべりと

異なる点は、地すべり堆積物中に浅海性と深海性のものが混在して

いる点です。ここでは、水深 200ｍ未満の浅海性のビーチ堆積物や

生痕化石と、深海性の砂岩・泥質岩や生痕化石などが混在します。 

御崎神社付近ではこの様子がよく観察できるほか、滝が海に流れ

落ちる珍しい様子も見ることができます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

専門家が観察する以外は、これまでほとんどエコツアーとしては

利用されていません。海岸線での観察は、崖下に位置することから

落石も多く、波も荒いため安全管理に十分注意する必要があります。

また、エコツアーとして利用するためには、地形・地質を熟知した

ガイドの養成が必要と考えられます。 

 

20 区  分 地形・地質 

細 区 分 黒井海岸の鱗片状劈開とトセンバエの枕状溶岩 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

黒井川より西の黒井海岸には、足下一面に薄片状に並んだ泥質岩

片が見られます。これは鱗片状劈開で、低変成度の泥質岩で形成さ

れます。泥質岩中には、新旧混在した微化石も見ることができます。  

黒井海岸の南の沖合 500ｍにあるトセンバエの地質は、大部分が

赤茶けた玄武岩からなり、砂岩や頁岩はわずかに見られるのみで

す。玄武岩は火成岩であり、砂岩などの堆積岩より浸食に強いため

残ったものと考えられています。 

利用の概要及び

利用にあたって

専門家が観察する以外は、これまでほとんどエコツアーとしては

利用されていません。海岸線での観察は、波も荒いため安全管理に
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配慮すべき事項 十分注意する必要があります。また、エコツアーとして利用するた

めには、地形・地質を熟知したガイドの養成が必要と考えられます。 

 

21 区  分 地形・地質 

細 区 分 市木の不整合面 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

市木地区の海岸では、北側に宮崎層群と日南層群の不整合面の露

頭を見ることができます。上盤の宮崎層群の裏には生痕化石があり

ます。海岸中央正面に見える小島には、宮崎層群の基底礫岩とその

下部の日南層群を見ることができます。また、この海岸の転石には、

底痕、生痕化石が豊富に見られ、脱水構造の明瞭な火炎構造やコン

ボリューションの他、荷重痕の一種とされるボール・アンド・ピロ

ー構造という珍しいものも見られます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

専門家が観察する以外は、これまでほとんどエコツアーとしては

利用されていません。海岸線での観察は、崖下に位置することから

落石も多く、波も荒いため安全管理に十分注意する必要があります。

また、エコツアーとして利用するためには、地形・地質を熟知した

ガイドの養成が必要と考えられます。 

 

22 区  分 自然景観 

細 区 分 赤池渓谷 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

福島川上流の大矢取川沿いにある渓谷です。高さ 5ｍほどの滝が

あって、渓谷の涼しいミストと森林浴が楽しめます。夏には清流に

森の緑が美しく、秋には紅葉も綺麗です。 

約 2 万 5 千年前の姶良カルデラの大噴火で流れ込んだ入戸火砕流

によって、河床や河岸には多数の甌穴や柱状節理も見ることができ

ます。溶結したシラス質の岩石が白色の岩肌を呈し、周囲の緑との

コントラストが大変見事です。また、滝から最上流にかけて、全国

的にも貴重な遺伝系統の天然ヤマメが生息しており、日本最南限の

個体群と推測されています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

 携帯電話がつながり難いエリアもあるため、エコツアー実施者（以

下、「実施者」という）は必ず保険加入し、リスクマネジメントを十

分に行い、緊急時の連絡先や対応を実施者及び参加者双方で共有し

ておく必要があります。また、福島川でヤマメ釣りをする際には串

間市淡水漁業協同組合が発行した遊漁券の購入が必要で、一部禁漁
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区域もあります。 

 

23 区  分 自然景観 

細 区 分 石波海岸 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

日本の渚百選に選ばれた、延長約 2km の白く美しい砂浜です。ホ

ネガイやタカラガイ、ウミウサギガイなど形が面白い貝をはじめ、

サクラガイの仲間や、ヤカタガイのように珍しくて美しい貝など、

非常に多様な貝殻が見られます。これは、串間市の海が豊かであり、

もともと貝が豊富な上、砂浜や岩場、河口の干潟など周辺に異なる

環境が多くあり、そこに多様な貝が生息しているためです。 

特に、ホネガイは多くの人が魅力を感じる貝ですので、「ホネガイ

の海岸」というコンセプトで紹介できると考えます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

ウォーキングイベントでの利用のほか、テレビＣＭやドラマの撮

影も行われています。全域が日南海岸国定公園に指定されているた

め、エコツアーの利用にあたっては自然公園法を順守する必要があ

ります。また、アカウミガメの産卵地でもあり、砂浜に自動車やバ

イクを乗り入れない等、配慮が必要です。 

 

24 区  分 自然景観 

細 区 分 恋ヶ浦海岸 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

年間を通じて適度に良形の波があり、全国的に有名なサーフィン

スポットとなっています。同時に、串間市内で最大のアカウミガメ

の産卵地となっており、地元住民や利用者による海岸清掃が行われ、

ゴミや漂着物の少ないビーチが維持されています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

サーフィン体験が行われています。年間を通じて利用者がありま

すが、海水浴場のような監視員は常駐していないため、メニューと

して提供する際には水難事故を防止する取り組みも必要です。 

全域が日南海岸国定公園に指定されているため、利用にあたって

は自然公園法を順守する必要があります。また、産卵中のアカウミ

ガメを観察する場合は、直接照明を当てない等の配慮が必要です。

砂浜清掃や保護活動の体験など、環境教育での利用も期待されます。 

 

25 区  分 自然景観 

細 区 分 高松海岸 
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主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

夏季には海水浴場が開設され、多くの利用者があります。砂浜の

正面に小島（ヨゴセ島）があり、その内湾に位置するため波がなく

穏やかで、小さな子供でも安心して利用できます。近年、スタンド

アップパドルボード（以下、「ＳＵＰ」という。）体験での活用があ

り、地元海産物を扱った食事処も開業しました。令和３年にキャン

プ公園が開設されたことから、年間を通して利用者が増えています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

海水浴場としての利用のほか、ＳＵＰ体験やキャンプ公園での利

用があります。海岸環境の保全や、水難事故を防止するための安全

管理の取り組みを継続する必要があります。 

 

（２）自然環境と密接な関係を有する風俗習慣その他の伝統的な生活文化に係るもの 

26 区  分 伝統文化 

細 区 分 宮原柱松（都井岬火祭り） 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

厄払いや五穀豊穣、秋の収穫感謝などを目的に、8 月下旬の都井

岬で開催される夜の火祭りです。昔、都井に恐ろしい大蛇が現れて、

人や家畜が飲み込まれるなどの悪さをしていたところ、大変勇敢な

衛徳坊（えいとくぼう）という御坊様が、村人と協力して自ら先頭

に立ち、その大蛇を火攻めにして退治したという言い伝えが由来と

言われます。宮原柱松保存会が、高さ約 30ｍの松材を立て、これを

大蛇にみたてて松明を投げ上げます。晩夏の夜に、数十もの美しい

松明が飛び交う、大変壮麗な祭りです。「衛徳坊」については「都

井村史」で伝えられていましたが、近年、都井の宇戸集落墓地で衛

徳坊の供養塔ではないかとみられる石像が発見されました。これに

は「宝暦３年・阿闍梨」と刻まれています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

市外からの来場者数が多く、毎年約 1万 2千人の人出があります。

現在はエコツアーでの利用はありませんが、保存会は後継者不足が

課題となっていて、伝統文化の継承や体験を取り入れたエコツアー

が期待されます。また、都井岬は全域が日南海岸国定公園に指定さ

れています。エコツアーの利用にあたっては自然公園法を順守する

と同時に、国の天然記念物である岬馬に配慮する必要もあります。 

 

27 区    分 伝統文化 

細 区 分 広野のもぐらもち 

主な自然観光資 約 350 年前から伝わる十五夜祭りで、地区住民の安全息災と五
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源及びそれを取

りまく特性 

穀豊穣を祈願するため、年 1 回、旧暦 8 月の十五夜の晩に行います。

子どもたちは藁でツトを作り、「もぐらもちや、ドントコセ焼米を

くれんした（人）鬼になれ蛇になれ、ツノンオエタ子をうめ（生

む）・・」と言って集落中の家庭をツトでたたいて回ります。 

大人は「メゴスリ」という鬼の面をかぶり、シュロで作った蓑を

着て、背には藁で作ったタスキ、手には大きな藁ツトを持ち、悪魔

払いの意味で皆を追いかけます。また、集落中を回り焼米や十五夜

のお供え物を勝手にいただき、この晩だけは子どもも無礼講です。

焼米の由来は 300 年位前、集落が火事で全焼したとき、残った焼

米で飢えをしのいだことによると伝えられます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

地域の過疎高齢化のため、近年は休止していますが、広野集落だ

けに伝承されている希少な伝統文化であるため、復活と今後の利用

が期待されます。観光イベントではなく、集落の小さな行事である

ため、利用にあたっては事前に地域住民と十分な協議が必要です。 

 

28 区  分 生活文化 

細 区 分 野焼き 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

都井岬と笠祇草原では、1 月～2 月にかけて草原の野焼きが行わ

れています。野焼きは、春に向けて草原植物の発芽を促すと同時に、

マダニなどの人や家畜にとって有害な虫を駆除する目的もありま

す。草原には、森林と同じく二酸化炭素吸収の機能があり、野焼き

によってその一部は放出されますが、それより多くの炭素が炭とな

って土中に固定されるとも言われます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

地域の過疎・高齢化により管理体制の存続が危惧されています

が、作業に市外から参加者を募集する取り組みも行われています。 

野焼きは危険を伴う作業なので、実施者は必ず保険加入し、リス

クマネジメントを十分に行い、緊急時の連絡先や対応を実施者及び

参加者双方で共有しておく必要があります。また、作業の担い手と

事前に十分な協議も必要です。 

 

29 区  分 生活文化 

細 区 分 都井岬馬追い 

主な自然観光資

源及びそれを取

都井岬の野生化馬「岬馬」は、年に 1 回、全ての馬が捕獲され、 

地元保存会と獣医師による健康診断や寄生虫の駆除などが行われ
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りまく特性 ています。馬追いの由来は江戸時代、当時は武士の軍馬として生産

された岬馬を、捕獲・搬出するための作業であり、これが明治～昭

和初期頃まで続けられていました。1953 年（昭和 28 年）以降は一

時廃止されましたが、1972 年（昭和 47 年）から再開され、現在で

は国指定天然記念物の岬馬を守る活動として継続されています。 

 観光イベントではなく、地域の生活文化として、馬を追う作業が 

現代まで継続されていることは、大変稀有な事例と言えます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

地域の過疎・高齢化により管理体制の存続が危惧されています

が、作業に市外から参加者を募集する取り組みも行われています。 

急峻な芝山や森林内で野生化馬を追う作業は、危険を伴います。

実施者は必ず保険加入し、リスクマネジメントを十分に行い、緊急

時の連絡先や対応を、実施者及び参加者双方で共有しておく必要が

あります。また、作業の担い手とも事前に十分な協議が必要です。 

 

30 区  分 伝統的な産業 

細 区 分 日本一の宮崎牛 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

串間市で生産される宮崎牛は、平成 24 年の全国和牛能力共進会

長崎大会で内閣総理大臣賞を受賞するなど、全国一位の快挙を達成

しました。福島・本城地区を中心に、約 170 戸で約 6,000 頭が飼

育され、販売額は約 34 億円の産業規模があります。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

畜産農家の多くは、防疫のために部外者の入場を制限していま

す。牧場見学や農場体験などで利用する際は、地域住民と事前に十

分な協議が必要です。 

 

31 区  分 伝統的な産業 

細 区 分 山林業 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

串間市は約 76.5％が森林で、林業も盛んです。現在は地元の森

林組合を中心に、中国・韓国など海外への輸出も増えつつあります。

また、伐採後は森林資源を保護するために植栽も行われています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

森林組合等が、家族向けの木工教室や植樹・育樹等の各種体験を

不定期で行っています。危険を伴う作業では、実施者は必ず保険に

加入し、リスクマネジメントを十分に行う必要があります。 

 

32 区  分 伝統的な産業 
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細 区 分 完熟きんかん「たまたま」 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

宮崎県は、きんかんの栽培面積、生産量ともに全国一位を誇り、

特に串間市は完熟きんかん「たまたま」発祥の地として著名です。

主に大束・福島地区で約 8ha の面積に年間 290t が生産されます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

 キンカンの収穫体験やジャム作り等のモニターツアーが行われ

たことがあり、きんかんのアイスクリーム製造・販売に取り組む地

元の農家団体もあります。 

 

33 区  分 伝統的な産業 

細 区 分 完熟マンゴー「太陽のタマゴ」 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

大束・本城地区では、温暖多照な気候を活かした完熟マンゴーの

栽培が行われています。約 6ha の作付面積に年間 76t が生産され、

「太陽のタマゴ」のブランド名で知られます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

このマンゴーや特産品の甘藷、アクマキなどをトッピングしたご

当地スイーツ「串パフェ」が、平成 26 年に宮崎県のグルメコンテ

ストでグランプリを受賞しています。 

  

34 区  分 伝統的な産業 

細 区 分 食用甘藷（サツマイモ） 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

串間市大束地区には広大な火山灰土壌の台地があり、約 446ha の

作付面積に年間 5,747t の食用甘藷が生産されています。JA 串間市

大束の甘藷は「やまだいかんしょ」というブランドで知られ、海外

にも出荷されています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

地元農協の青年部が、芋掘り大会等のイベントを行っています。 

 

35 区  分 伝統的な産業 

細 区 分 茶 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

串間市には約 74haの作付面積に年間 167tのお茶が生産されてい

ます。主に「やぶきた」「さえみどり」を中心としていろいろな品種

のお茶が生産されています。 

利用の概要及び

利用にあたって

現在エコツアーの和紅茶手もみ体験として利用されています。 
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配慮すべき事項 

 

36 区  分 伝統的な産業 

細 区 分 ブリ・カンパチの養殖業 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

温暖な気候を利用したブリ・カンパチの養殖業は、合わせて年間

約 9,500t の水揚げがあります。特にカンパチは、海洋を汚さない

特殊な餌など養殖技術に工夫がなされ、全国で初めて（公社）日本

水産資源保護協会の「養殖エコラベル」認定を受けています。 

また、ブリの養殖では世界初となる ASC（水産養殖管理協議会）

の認証を受けており、環境に配慮した持続可能な養殖生産に取り組

んでいます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

利用では、ご当地グルメ「串間活〆ブリぷり丼ぶり」があり、地

元野菜を 5 種類以上使うことなど、地産地消に寄与する食のメニュ

ーとなっています。 

 

37 区  分 伝統的な産業 

細 区 分 かまぼこ 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

昭和元年創業の川畑蒲鉾店は、伝統の味を守りつつ、イタリアン

蒲鉾などの新しい商品の開発に力を入れている蒲鉾工場です。工場

見学や竜眼製作体験も行っています。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

工場見学だけでなく簡単な製作体験も可能なので、教育旅行や生

涯学習におけるエコツアーでの利用が期待されます。 

 

38 区  分 伝統的な産業 

細 区 分 くしまん朝市「よかむん市」 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

海の幸から山の幸まで、串間市の魅力ある地場産品を多くの方に 

知って頂こうと、平成 2 年から開催されている恒例の朝市。9 月に

はイセエビ漁の解禁と合わせ、イセエビ祭りと共催で行われます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

農産品や水産加工品など多くの地場産品が販売されているため、

地場産品の販売拡大を目的として、朝市と連携したメニューの企画

が期待されます。 

 

（３）その他の観光資源 
39 区  分 再生可能エネルギー 
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細 区 分 串間風力発電所 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

令和２年、九州最大規模となる２３基の風車が並ぶ、串間風力発

電所が運転を開始しました。（総出力約 64,800kW） 

串間市の雄大な自然を背景とする風力発電は資源枯渇の心配がな

く、発電時に地球温暖化の原因となる二酸化炭素を排出しません。

発電所へは管理道路でアクセスできるほか、風車の様子を都井岬の

小松ヶ丘からも見ることができます。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

自然観光資源を巡るエコツアーに併せて、自然エネルギーを活用

するサステナブルな資源利用を学ぶツアーを実施するなどが期待さ

れます。 

 

40 区  分 再生可能エネルギー 

細 区 分 木質バイオマス発電 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

串間市は約 76.5％が森林で、林業も盛んです。串間市の雄大な自

然を背景として、２０１８年、林業の過程で産出された未利用木材

を有効活用し、ペレット加工から発電までのプロセスを一貫して行

うバイオマス発電所が誕生しました。（総出力約 1,940kW） 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

自然観光資源を巡るエコツアーに併せて、自然エネルギーを活用

するサステナブルな資源利用を学ぶツアーを実施するなどが期待さ

れます。 

 

41 区  分 再生可能エネルギー 

細 区 分 小水力発電 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

明治時代に市ノ瀬地区に開かれた水田に引水するために整備され

た市上水路を活用した小水力発電所が、平成３０年度に誕生しまし

た。発電所建屋としては珍しい木造建築で、建材には宮崎県産の飫

肥杉が活用されています。市上水路では建設時に架橋された、石造

りの真茅水路橋を見ることができます。（総出力約 450kW） 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

自然観光資源を巡るエコツアーに併せて、自然エネルギーを活用

するサステナブルな資源利用を学ぶツアーを実施するなどが期待さ

れます。 

 

42 区  分 史跡 

細 区 分 本城地区「中世の湊」と「崎田の旧海軍遺構」 
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主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

ジョルジェ・アルヴァレスの「日本報告」には、1547 年（天文
てんぶん

16

年）に「湊」の記載があり、日明貿易では重要な寄港地として賑わ

ったと言われます。湊集落には明問屋跡地があり、船舶に飲料水を

補給した古井戸が現存しています。戦国時代にはこの地を巡って島

津家と伊東家の戦いが行われ、地元の古刹「普門寺」など一帯が被

害を受けました。後に近衛信尹公（のちの関白）が薩摩国坊津（現

在の鹿児島県南さつま市）配流からの帰途、同寺に宿泊して島津・

秋月両家から能などの接待を受けたと伝わっています。 

また近隣の崎田集落には、第二次大戦中に日本軍の基地が設置さ

れ（一説には人間魚雷回天の訓練基地と言われます）、軍が使用した

兵舎跡地や弾薬庫、井戸、給水塔などの旧海軍遺構が残されていま

す。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

地元の語り部によって湊の集落や旧海軍遺構をめぐるエコツアー

が行われています。地域の語り部は高齢化しているため、歴史を語

り伝える後継者の育成も必要です。 

 

43 区  分 史跡                          

細 区 分 旧吉松家住宅 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

吉松氏は、戦国時代末期の秋月氏が、筑前国（現在の福岡県）か

ら串間へ転封された際に同行して串間に入り、江戸時代には士族格

であったと伝えられています。幕末には吉松卓蔵が庄屋となって山

林業を営み、その後の吉松氏は地域の政治経済界で活躍しています。 

1919 年（大正 8 年）上棟の旧吉松家住宅は、威風堂々たる風格を

放つ石塀や表門をはじめ、往時の繁栄を思わせる当時最高の建築技

術と高質建材が残されています。2008 年（平成 20 年）に串間市で

は唯一、国の重要文化財に指定されました。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

現在、エコツアーでの利用はありませんが、施設運営者（指定管

理者等）による館内ガイドや雛祭り等のイベントをはじめ、各種会

議や市民のサークル活動等での施設利用が行われています。また、

史談会会員を主にしたまちなか史跡巡りガイドのなかでも活用して

います。 

 

44 区  分 史跡 

細 区 分 串間の石造物 

主な自然観光資 串間市には多くの史跡があり、平成２年ごろには串間史談会会員

の津野洋吉、鈴木重文両氏が約 2 年をかけて約 500 点の史跡を調査
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源及びそれを取

りまく特性 

し、松岡勝矩氏が整理して「ふるさと串間の石造物探訪記録」が出

版されました。（令和２年、串間史談会有志が再編集し再版本を出

版。）この中には貴重な史跡もあり、以下の石造物は、串間市の指定

文化財となっています。 

 

〇五輪塔群 

北方地区真言宗極楽寺境内。 

〇石造阿弥陀三尊坐像と一石五輪塔 

西方鹿谷地区。中央に阿弥陀如来、左右に観音菩薩と勢至菩薩。

鎌倉後期作。 

〇石造阿弥陀如来座像 

市木郡司部地区。弘治丁巳九月（1557 年）。 

〇石造不動明王立像 

北方羽ヶ瀬地区。臨済宗永徳寺境内。京都から流された刀匠三条

小鍛冶宗近が岩股に彫刻したもの。900 年代後期。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

マップ整備やガイド育成を通した、市民ガイドによる歴史散歩ツ

アーなどの利用が期待されます。石造物は民有地に存在するものも

あり、所有者を確認し許可を得て立ち入ることが必要です。また、

山林など危険を伴う場所に存在している場合もあるため、実施者は

必ず保険に加入し、リスクマネジメントを十分に行い、緊急時の連

絡先や対応を、実施者及び参加者双方で共有しておく必要がありま

す。 

 

45 区  分 史跡 

細 区 分 古墳群 

主な自然観光資

源及びそれを取

りまく特性 

古墳は３世紀半ばから７世紀にかけて造られた、豪族の首長など

支配者階級の墳墓です。串間市内では、以下の古墳群が宮崎県指定

史跡となっています。特に福島町古墳は串間市街地に所在するため

古代串間の歴史ロマンを身近に感じられる史跡です。 

これらの古墳の存在は、畿内地方で始まった古墳文化が串間にも

伝わると同時に、中央国家体制に組み込まれていったこと、古代に、

この地方を支配した豪族が存在し、支配者を中心とした社会が成立

していたことなどを示す貴重な歴史遺産となっています。 

〇福島町古墳（昭和８年 12 月５日（1933）県指定） 

 ５基の古墳（３・４・５・９・10 号古墳）が形を遺している。 

〇本城村古墳（昭和 12 年７月２日（1937）県指定） 
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 １・７号古墳の２基が形を遺している。 

〇市木村古墳（昭和９年４月 17 日（1934）県指定） 

 ４・５号古墳の２基が県指定を受けているが、４号古墳は開拓に 

より形状が明瞭ではない。 

〇都井村古墳（昭和８年 12 月５日（1933）県指定） 

都井地区と宮之浦地区で計３基が指定されているが、開拓により 

形状が明瞭ではない。 

利用の概要及び

利用にあたって

配慮すべき事項 

市街地にあり、形状が良くて観察しやすいのは福島町古墳です。

現在、エコツアーでの利用はありませんが、市民団体によるガイド

育成講座や史跡巡り、案内マップの制作、串間市による解説板等の

整備が行われています。地域の語り部は高齢化しているため歴史を

語り伝える後継者の育成が必要です。 
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第３章 串間エコツーリズムの実施の方法 

 

（１）ルール 

串間エコツーリズムの基本方針を実現するとともに、地域住民の生活環境や参加者の安全など

を確保し、よりよいエコツアーを継続していくために、串間エコツーリズムのルール（地域の取

り決め）を設定します。ルールは、串間エコツーリズム推進協議会（以下、「推進協議会」とい

う）やエコツアー実施者（以下、「実施者」という）、エコツアー参加者（以下、「参加者」とい

う）が互いに協力しながら守るように努めるものとします。 

 

１）ルールによって保護する対象 

ルール（地域の取り決め）によって保護する対象は、エコツーリズムで活用する自然や文化、

歴史などの自然観光資源及び環境全般とし、以下の 3 つを設定します。 

A 野生動植物とその生息地・生育地 

B 史跡、伝統文化など 

C 地球環境やエネルギーなどの環境全般 

 

また、エコツアーの実施にあたり守る必要がある地域住民の生活環境や、参加者の安全のほか、

参加者の満足度を高めるためのエコツアーの質も、ルールの対象として設定します。 

D 地域住民の生活環境 

E 参加者の安全 

F エコツアーの質 

 

２）ルールの内容及び設定理由 

保護する対象ごとのルールとその設定理由を示します。 

 

A 野生動植物とその生息地・生育地 

 

A-1 里地・里山や海岸・海上の生活文化体験で、ヨモギをはじめとする野草やワラビ、タ

ラノメなどの山菜の採取、定置網の体験などをする場合、実施者は事前に土地の所有

者や漁業協同組合の了解を得ましょう。 

【設定理由】 

野草や山菜は土地所有者の所有物であり、定置網にあたっては漁業協同組合の了解を得る必

要があることから設定します。 
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A-2 実施者は、在来の野生動植物の捕獲・採取については、生態系、農林水産業、生活環

境に被害を与えている動物を除き原則として行わないようにし、昆虫や川の生きもの

などを観察のために捕獲した場合は、観察後に元の場所に戻しましょう。特に環境省

や宮崎県の「レッドデータブック」に記載されている生きものについては、捕獲・採

取は行わないように留意しましょう。 

【設定理由】 

在来の野生動植物は、生態系の一員として相互に関係を持ちながら生息・生育しているため、

希少種のみならず、他の種も保護していく必要があることから、本項目を設定します。ただし、 

環境省が指定する特定外来生物や、増えすぎて農林漁業被害を与えている鳥獣は除き、それら

を捕獲する場合は、人と自然の共生のあり方を考える内容とします。 

 

A-3 里地・里山や、海岸・海上における生活文化体験で、野草や山菜、魚などを採取する

場合は、採取する量は必要最小限にとどめ、資源を根絶やしにしないようにしましょ

う。参加者は、実施者に許可されたもの以外の野生動植物の捕獲・採取は行わないよ

うにしましょう。 

【設定理由】 

エコツアーでは、地域の生活文化体験としての野草摘みや山菜採り、魚採りのほか、環境教

育のための一時捕獲も想定されます。これらは、再生可能な限界を越えて過剰に採取・捕獲を

すると衰退や絶滅を招くことから、必要最小限に留め、資源を根絶やしにしないようにする必

要があることから、本項目を設定します。 

 

A-4推進協議会及び実施者は、希少な動植物の生息・生育場所等に関する情報については、

その場所が明確に特定されるような情報の公開や紹介をしないようにしましょう。特

に SNS や YouTube での情報発信の際は注意が必要です。エコツアーの実施に際し

ては、希少種に対し特段の配慮をしましょう。 

【設定理由】 

希少な動植物等は、園芸目的の盗掘や採集、密猟等が絶滅の要因となっています。また、多

くの人が観察や写真撮影に集まると、生息・生育環境が悪化する恐れがあり、保護のために情

報管理が必要であることから設定します。 

 

A-5 動植物を観察するエコツアーでは、実施者は野生動植物の生息・生育環境に悪影響を

与えないよう、観察方法や観察場所を工夫するとともに、参加者に注意を促しましょ

う。また、参加者は実施者の注意を守りましょう。 

【設定理由】 



串間エコツーリズム推進全体構想 

32 

 

千野川のゲンジホタルや、砂浜に上陸・産卵するアカウミガメでは、懐中電灯や写真撮影の

光が生息に悪影響を与える恐れがあります。また、子育て中の岬馬に過剰に接近することも、

生息に悪影響を与える可能性があり、こうした野生動植物への悪影響を防ぐために設定します。 

 

A-6 実施者は、野生動物に餌付けをしないようにしましょう。参加者も、野生動物には餌

を与えないようにしましょう。 

【設定理由】 

野生動物に餌を与えると、動物本来の生活様式が変わったり、自分で餌をとらなくなったり

することから、これを防止するために設定します。 

 

A-7参加者が多くなると、動植物の生息・生育環境への影響が大きくなります。実施者は、

野生動植物の生息・生育環境への悪影響が出ないよう、エコツアーの参加人数やルー

トを配慮して設定しましょう。また、モニタリング及び評価の結果から、エコツアー

の参加人数について見直していきましょう。 

【設定理由】 

干潟の観察や、山菜採り、都井岬のガイドツアーなど、参加者が多くなると土や芝地の踏み

固めなどにより、野生動植物の生息・生育環境への悪影響が大きくなります。これを回避する

ためには、エコツアー参加人数を制限することが必要であることから設定します。 

 

A-8 里山の雑木林や、都井岬、笠祇・古竹の草原は、人の手が入ることによって守られ、

維持されてきたことから、枝打ちや野焼き等の環境管理が望まれます。しかし、管理

方法によっては動植物に悪影響を与えることも考えられることから、自然を保全する

エコツアーの実施にあたっては、実施者は専門家（推進アドバイザー等）の助言を得

るようにしましょう。 

【設定理由】 

森林や草原などの環境管理は、自然環境を保全・再生するエコツアーとして実施が望まれる

ものですが、管理方法によっては動植物への悪影響を与える可能性もあり、これを防ぐために

設定します。 

 

A-9 参加者は、動植物や岩などを不用意に傷つけたり、落書きをしたり、持ち去ったりし

ないようにしましょう。実施者は、参加者がこれらの行為をしないよう注意を促しま

しょう。 

【設定理由】 

自然観光資源を守り、これを大切にすることは、エコツーリズムの基本姿勢であることから
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設定します。 

 

A-10 都井岬のキンゴジカなど、外来の動植物の移入や増殖は、地域本来の自然の喪失や

農林水産業などへの悪影響があることから、実施者は、外来の動植物の移入や増殖を

予防・防止するようにしましょう。 

【設定理由】 

外来の動植物（特に侵略的外来種）は、地域本来の生態系に影響を与えるほか、農林水産業

などに悪影響が出る場合もあることから、移入や増殖を防ぐために設定します。 

 

B 史跡、伝統文化など 

 

B-1 参加者は、史跡や建物などに傷をつけたり、落書きをしたりしないようにしましょう。

実施者は、参加者がこれらの行為をしないように注意を促しましょう。 

【設定理由】 

資源を守り、大切にすることは、エコツーリズムの基本姿勢であることから設定します。 

 

B-2 実施者、参加者ともに、串間に伝わる伝統文化を尊重し、エコツアーでの活用が伝統

文化を変えないように留意しましょう。 

【設定理由】 

宮原柱松や広野のもぐらもち等、長年受け継がれてきた地域の伝統文化が、エコツアーでの

活用によって大きく変わることがないように設定します。 

 

B-3 実施者・参加者は、地域の人がもっている資料を見たり、触ったりする時は、それを

傷めないよう丁寧に取扱いましょう。 

【設定理由】  

エコツアーを継続するためには、地域の歴史資料が、確実に後世に残される必要があります。

そのためには、利用する側が丁寧に取り扱い、できるだけ動かさないことや、みだりに借用を

しないようにする必要があることから設定します。 

 

B-4 実施者は、地域の人がもっている資料の借用はできるだけ避け、コピーを取ったり、

写真を撮影したりする時は、所有者の了解を得て、エコツアーの目的以外では使用し

ないようにしましょう。 

【設定理由】  

資料の借用は紛失やき損の恐れがあるほか、コピーや写真なども、エコツアー以外の場所で
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利用されると、予想しない用途で使われる場合もあることから設定します。 

 

Ｃ 地球環境やエネルギーなどの環境全般 

 

C-1 地元産品の利用は、環境保全や地場産業の振興につながることから、実施者はエコツ

アーでその利用を勧めましょう。また、環境への負担が少ない製品を使用しましょう。 

【設定理由】 

地元のブリを利用した串間活〆ぶりプリ丼ぶりや、串間のマンゴーを利用した串パフェなど、

地場産品の使用を推進することは、地産地消を促進し、輸送エネルギーの削減、森林管理の促

進による二酸化炭素の吸収や生物多様性の保全など、環境保全につながるほか、地場産業の振

興にも役立ちます。また、再利用が可能な食器や、環境に配慮した洗剤などの、環境負荷が少

ない製品を使用することにより、環境を保全するというエコツーリズムの目的を実践すること

になるため、本ルールを設定します。 

 

C-2 実施者は、ごみの排出を極力抑えましょう。また、参加者はごみを捨てずに持ち帰り

ましょう。 

【設定理由】 

  ごみの排出は、最終的に二酸化炭素の増加をはじめとする環境負荷の増加につながります。

また、ごみの持ち帰りは、ごみの排出を抑制する意識の向上に役立つことから設定します。 

 

C-3 実施者は、参加者にエコツーリズムの目的や考え方、ルールについて理解してもらい

ましょう。 

【設定理由】 

エコツアーの参加者に「自然の保全と文化の伝承」をはじめとするエコツーリズムの目的や

考え方、ルールを理解してもらうことで、環境保全への認識や理解が深まると考えられます。

また、参加者に説明することにより、実施者自身も環境保全について再確認をすることになる

ことから設定します。 

 

Ｄ 地域住民の生活環境 

D-1 実施者は、エコツアーの実施日時や目的について、事前に地域住民に説明し、エコツ

アーへの理解を得るようにしましょう。 

【設定理由】 

エコツアーは、案内を受けながら団体で行動するため、突然目にした住民は警戒心や反感を

持つ可能性があります。こうした事態を防ぐために本ルールを設定します。また、事前に説明
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することは、地域住民にエコツアーへの興味を持って頂いて、参加を促す効果もあることから

設定します。 

 

D-2 住民の生活の場で行われるエコツアーでは、住民の生活環境や営農環境を守るため、

実施者は、住宅の敷地や農地などに立ち入る場合には、事前に承諾を得るようにしま

しょう。また、参加者はガイドの案内なく住宅の敷地や農地などに立ち入らないよう

にしましょう。 

【設定理由】 

地域住民の生活環境や営農環境を守るために、許可無く住宅の敷地や農地に立ち入ることが

ないように設定します。 

 

E 参加者の安全 

 

E-1 実施者は必ず保険（傷害保険や賠償責任保険）に加入し、補償内容を参加者へ事前に

明示するとともに、緊急時の連絡先や対応を実施者及び参加者双方で共有して明確に

しておきましょう。特に休日は担当医が平日と異なることがあるため注意しましょう。

また、船の場合は必ず事前に海上保安庁に届け出を出しておきましょう。 

【設定理由】 

事故や急病の際に、参加者の安全を確保するとともに、事故の際の実施者の負担を軽減する

ために設定します。またエコツアーは休日に行われることが多いので、休日勤務医の連絡先を

確認する必要があることから設定します。 

 

E-2 実施者は事前に活動場所の下見をして、エコツアー中に発生する可能性がある危険を

把握し、必要に応じて危険箇所を回避するためのルート変更や、天候悪化などに備え

て代替え案を用意しておきましょう。また、海上では救命胴衣を着用するなど必要な

資材を準備し、参加者の安全を確保しましょう。 

【設定理由】 

エコツアー中の事故を防ぎ、参加者の安全を確保するために設定します。 

 

E-3 実施者は、エコツアー実施時の気象条件を的確に把握し、参加者の安全確保を第一に

考え、エコツアー実施の可否や、参加者へ注意喚起すべき点を考えましょう。 

【設定理由】 

実施者は、台風などの悪天候や、付随して発生する自然災害から参加者を守る責任があるた

めに設定します。 
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E-4 実施者は、実施前や実施中に参加者に注意喚起を必ず行いましょう。また、参加者は

実施者の注意に従って行動しましょう。 

【設定理由】 

実施者にとっては当然の事項でも、外部から来た参加者にとっては当たり前ではない場合も

あることから設定します。 

 

E-5 実施者は、エコツアー中のけがや虫刺されなどに備え、救急医療品を用意しましょう。 

【設定理由】 

参加者がエコツアー中にけがをしたり、虫に刺されたりした際に、救急医療を可能とするた

めに設定します。 

 

E-6推進協議会は、実施者が主体的にリスクマネジメントを行えるように、実施者を対象

とした救急救命講習会を開催し、実施者はその講習を受講しましょう。また実施者は、

推進協議会が作成する安全管理について記載したエコツアー実施の手引きをもとに、

主体的にリスクマネジメントを行いましょう。 

【設定理由】 

参加者の安全を確保するためには、実施者がリスクマネジメントについて定期的に学び、万

が一の時に備え、安全管理についてルール化することが重要であることから設定します。 

 

Ｆ エコツアーの質 

 

F-1 実施者は、エコツアーの内容を、串間エコツーリズムの基本方針や、串間エコツアー

実施の基本的な考え方に整合させ、串間らしいエコツアーを行いましょう。 

【設定理由】 

多様な主体によるエコツアーが、串間エコツーリズムの目指すエコツアーに整合するように

設定します。 

 

F-2 実施者は、エコツアーの内容を考慮し、参加者全員が楽しめるように参加人数を設定

しましょう。 

【設定理由】 

エコツアーでは、参加人数が適正人数を超えると、参加者全員には目が行き届き難くなり、

案内が十分に行えない等の問題が生じる場合があることから、エコツアーの適正な人数を守る
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ために設定します。 

 

F-3 実施者は、エコツアーの準備を十分に行うとともに、継続ができるよう各種の設定に

配慮し、募集の際には提示した事項を守りましょう。 

【設定理由】 

エコツアーは、参加費収益を得ながらサービスを提供する商品です。参加者に満足を与えな

がら事業を継続していくためには、持続・継続を十分に意識した事業計画が必要です。また、

募集の際に提示した事項を守ることが、エコツアーのブランドを守り、リピーターの獲得にも

重要であることから設定します。 

 

F-4 実施者は、エコツアー開始時にスケジュールや目的について説明を行いましょう。ま

た、エコツアー終了時に振り返りと挨拶を行いましょう。 

【設定理由】 

参加者に安心して楽しんでもらうためには、一日のスケジュールを知らせる必要があります。

また、エコツアーの意義を高めるには、目的について説明し、参加者の意識を高めることが望

まれます。さらに、エコツアー終了時に目的を再確認しながら振り返りと挨拶を行うことで、

串間市の自然や文化に対する理解や、環境教育効果の向上が期待されることから設定します。 

 

F-5 実施者は「おもてなしの心」と「気づかい」を持ちましょう。 

【設定理由】 

串間のエコツアーは、人と人とのふれあいと体験によって感動を与える旅であることから、

その基本である「おもてなしの心」と「気づかい」を忘れないようにするために設定します。 

 

３）ルールを適用する区域 

串間エコツーリズムでは、地域の全域で多様なエコツアーを行うことから、ルールを適用する

区域は串間市全体とします。 

 

４）ルールの運用に当たっての実効性確保の方法 

次の方法でルールの実効性を確保します。 

 

① 事前協議制度の適用 

エコツアーの内容がルールに適合したものとなるよう、エコツアーの企画段階で実施者と協議会

事務局が協議を行うほか、必要に応じて専門家と協議します。 

 

② チェックシートやエコツアー実施の手引きの活用 
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エコツアー企画段階で、チェックシートやエコツアー実施の手引きなどを用いて、実施者自身が

チェックを行います。 

 

③ エコツアー開始前の参加者への説明 

参加者に対しては、エコツアーの開始前に、エコツアー中に守るべきルールの説明を行います。

これによって参加者にルールを守ってもらうとともに、参加者からもルールの順守状況をチェック

してもらえるようにします。 

 

④ エコツアー実施後のセルフチェック 

エコツアー実施後に、ルールが守られていたかを、チェックシートを用いて実施者自身がチェッ

クを行います。 

 

⑤ ルールの見直し 

本全体構想の見直しにあわせて、本ルールの実効性や追加の必要性などを検討し、必要に応じて

見直しを行います。また、自然観光資源への悪影響が発生するなど、本ルールによる保全が困難と

判断された場合には、特定自然観光資源への指定による立ち入り制限や利用調整等についても検討

します。指定に当たっては、関係各位の生活文化や管理経営に支障がないよう十分に検討するもの

とします。 

 

（２）案内（ガイダンス）及びプログラム 

 １）地域におけるエコツアー実施の基本的な考え方 

串間市で実施するエコツアーは、地域に内在する多様な自然文化を対象とし、旅行者と住民との交

流や体験を通じて、旅行者には楽しみを提供するとともに、旅行者も住民と一緒に地域の自然や文化

を大切にしていくものとします。 

 

この考えに基づいて、串間市の目指すエコツアーは、 

 

 

 

とします。 

 

また、串間エコツーリズムでは、次の点を原則としてエコツアーを実施します。 

・自然の保全と文化の継承に役に立つこと 

・地域の自然や文化が旅の題材になっていること 

・住民が地域の良さを再発見すること 

「人とのふれあい」と「体験」によって、 

地域の自然と文化を楽しみ、体感する旅  
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・旅行者や住民の考え方や行動が、エコロジカルなものになること 

 ２）主な案内（ガイダンス）及びプログラムの内容 

一般的に、案内の方法には、直接参加者を案内する方法のほかに、解説看板やパンフレットによる

間接的な方法があります。串間エコツーリズムの案内方法は、人と人とのふれあいを重視し、主とし

てガイドが直接解説したり、体験の指導をしたりしながら、補助的に間接的な案内方法を用いるもの

とします。 

次に、串間で実施するエコツアーのプログラム内容を整理しました。ここに示すのは、現在串間市

で実施されているエコツアー及び体験メニューと、今後実施が期待されるものです。 

なお、エコツアーの企画・実施においては、ここに示した内容を組み合わせ、参加者に楽しみや感

動を与えるエコツアーとしていくことが望まれます。また、串間エコツーリズムを発展させていくた

めには、これらを参考としながら、新たな自然観光資源を活用した魅力的なプログラムをつくること

が望まれます。 

 

① さまざまな野生生物の魅力を幅広くアピールするエコツアー 

 串間市は里地・里山から海岸線にかけてさまざまな野生生物が生息・生育しています。

これらの野生生物の魅力を多くの人に幅広くアピールする手法を確立し、エコツーリズム

によって地域振興に活かします。また、エコツーリズムを野生生物の適切な保護と管理に

役立てます。 

【2 鳥類】 

・絶滅危惧種コアジサシの観察会（串間市福島港） 

・絶滅危惧種クロツラヘラサギの観察会（15 本城干潟） 

【10 幸嶋サル生息地】 

・幸島猿の観察ガイドツアー 

【12 岬馬およびその繁殖地】 

・都井岬野生馬ガイド（エコツアー：実施中） 

・岬馬と大自然の中をウォーキング（エコツアー：実施中） 

・岬馬の森探 検
エクスプロー

  

・夜の岬馬観察会 

 

② 身近な自然の保全・再生と自然ネットワークの形成に役立てるエコツアー 

 串間市の約 70 キロに及ぶ海岸線と、福島川、本城川における干潟や湿地、千野川や大矢

取川の清流など、身近な自然をエコツーリズムに利用することで、豊かな海や河川を保全・

再生することに役立てます。また、エコツーリズムを自然の保全・再生を進める新たな活

動を生み出すきっかけとします。 
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【4 魚類】 

・海を舞うトビウオをキャッチ！トビ魚すくい（体験メニュー：実施中） 

・海の恵みいっぱい 定置網あみ上げ体験（エコツアー：実施中） 

【13 千野川のゲンジボタル】 

・千野川のホタルなど水辺生物観察 

【15 本城干潟】 

・本城干潟の水辺生物（底生生物・水鳥）観察会 

【24 恋ヶ浦海岸】 

・サーフィン体験（体験メニュー：実施中） 

・ＳＵＰ体験 

【25 高松海岸】 

・ＳＵＰ体験（体験メニュー：実施中） 

 

③ 自然を守り育む森づくりにつなげるエコツアー 

串間市は約 76.5％が森林で、その 3 分の 2 が民有林、残りは国有林です。森林には多様

な役割（野生動物の生息場所、二酸化炭素の吸収、土砂の流出防止、水源の涵養
かんよう

、保健休

養、豊かな海を育むなど）があることから、串間のエコツーリズムを、自然を守り育むた

めの森づくりのきっかけとします。 

【22 赤池渓谷】 

・赤池渓谷の森林セラピー 

【36 山林業】 

・森づくり（植樹・育樹）体験（エコツアー：実施中） 

・森の恵み（山菜、シイタケ栽培、木工細工）の体験（エコツアー：実施中） 

 

④ 住民が誇りとする故郷の風景の保全・再生に活かすエコツアー 

衣食住をはじめとする地域の生活文化や年中行事などの伝統は、そこに暮らす人々には

当たり前のものでも、観光客にとっては魅力的なものです。野焼きや馬追い、もぐらもち

など、これまでは観光メニューにされなかったものが、現代では注目されつつあります。

こうした、里地・里山の生活文化や伝統を、エコツーリズムに活かします。 

【31 宮原柱松】 

・宮原柱松（都井岬火祭り） 

【32 広野のもぐらもち】 

・広野のもぐらもち 

【33 野焼き】 

・笠祇地区の野焼き体験 
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   ・都井岬の野焼き体験 

【34 都井岬馬追い】 

・都井岬馬追い体験（エコツアー：実施中） 

 

⑤ 地域住民の全員参加により、一人ひとりの個性を活かすエコツアー 

串間市では、地域の生活文化や伝統をエコツーリズムの資源とすることにより、特別な

知識や技術を持つ人だけでなく、誰もが参加できるエコツーリズムを目指すことで、地域

住民の全員参加で、一人ひとりの個性を地域振興に活かします。これにより、地域住民が

地域の共生と循環の文化を再発見することで、エコツーリズムが、自らの生活を再考する

機会となることを目指します。 

【8 貴重な植物群落】 

・集落をゆっくり散策フットパス 

【29 旧吉松家住宅】 

・旧吉松家住宅と周辺のまちなか歩き 

【42 かまぼこ】 

・くしま老舗の手作りかまぼこ工場見学（体験メニュー：実施中） 

【43 くしま朝市「よかむん市」】 

・くしま朝市「よかむん市」 

 

 ３）エコツアーが実施される場所 

エコツアーで活用できる自然観光資源は、市内全域に内在しています。串間市のエコツアーは、

すべての地域と住民が参加して、地域の自然観光資源を掘り起こし、それを活かすことを目標に、

串間市全域で実施していくものとします。 

 

 ４）プログラムの実施主体 

串間エコツーリズムでは、地域の自然や文化を、地域の人がガイドすることを基本としていま

す。そのため、串間市を主な活動場所とする個人や団体がプログラムの実施主体となります。団

体は、住民団体やＮＰＯなどの特定の目的のために活動している団体、地元企業が想定され、こ

れらの様々な実施主体が幅広くエコツアーを企画・実施していくものとします。またその際は、

すべてのエコツアーができるだけ多くの地域住民の参加・協力を得るものとします。 

 

 ５）プログラムのモニタリングと改善 

質の高いエコツアーを継続的に実施するためには、エコツアーのモニタリング（継続的な点検）を

行い、その結果を基に改善していくことが必要です。そこで、エコツアー実施後には、参加者と実施

者双方にチェックシートやアンケートを用いた調査を行い、満足度や課題などを把握します。アンケ
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ートの結果は、推進協議会において実施者が共有し、必要に応じて専門家から改善のアドバイスを受

けます。また、後述する「自然観光資源のモニタリング」及び評価の結果を受けて内容を改善します。 

（３）自然観光資源のモニタリング及び評価 

串間エコツーリズムでは、エコツアーで活用されている自然観光資源の状況についてモニタリ

ング（継続的な点検）を行い、必要に応じて改善することにより自然観光資源の保全を図ります。 

 

１）モニタリングの対象と方法 

モニタリングの対象は次に示す６つとします。対象ごとのモニタリングの方法を示します。 

 

① 動植物 

実施者がエコツアーの下見や実施の際に確認した動植物（希少種、特定外来生物、生態系被害防

止外来種など）を事務局に報告します。 

【主な報告内容】 

• 種名 

• 確認日時 

• 確認場所 

• 確認数と数の増減 

• 確認状況（動物：目撃、声、巣、足跡、糞、死体など） 

    （植物：生育環境、開花結実状況、活力度など） 

• 盗掘や密猟（野草の掘り採り、野鳥の捕獲など） 

• 根の周囲の土の固さ（樹木の場合） 

• 地域住民の声（農作物の被害、生活への影響など） 

 

② 森林環境 

実施者が、エコツアーの下見や実施の際に把握した情報や変化、問題点を事務局に報告します。 

【主な報告内容】 

• 確認日時 

• 確認場所 

• 伐採 

• タケやササの侵入 

• 林床の裸地化 

• 枯損木 

• 道以外の踏み荒らし 

• ゴミの投棄 
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③ 河川環境 

実施者が、参加者とともに水辺環境について監視を行い、結果を事務局に報告します。 

【主な報告内容】 

• 確認日時 

• 確認場所 

• 確認場所の状況（川幅、水深、水温、流れのはやさ、川底の状態） 

• 見られた動植物（魚、鳥、水草など） 

• 指標生物の種類と数 

• 水質 

• 水のにごり、におい、油膜の有無 

• ゴミの投棄 

 

④ 海岸・海洋環境 

実施者が、参加者とともに水辺環境について監視を行い、結果を事務局に報告します。 

【主な報告内容】 

• 確認日時 

• 確認場所 

• 確認場所の状況（沖合、水深、水温） 

• 見られた動植物（魚、鳥など） 

• 指標生物の種類と数 

• 水質 

• 水のにごり、におい、油膜の有無 

• ゴミの投棄 

• 漂流物 

 

 

⑤ 農林水産業 

実施者が、毎月の集計やエコツアー実施の際の情報や問題点を把握し、事務局に報告します。 

【主な報告内容】 

• 確認日時 

• 確認場所 

• 参加者数 

• 売上げ 

• 収穫量等 
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⑥ その他自然観光資源（地形・地質、自然景観、史跡、伝統文化、生活文化など） 

実施者が、エコツアーの下見や実施の際に把握した情報や変化、問題点を事務局に報告します。 

【主な報告内容】 

• 確認日時 

• 確認場所 

• 落書き、破損 

• 古民家の取り壊し 

• 造成や構造物の整備などによる景観の改変 

• 伝統文化の危機（後継者不足、場所の消失など） 

• 水のにごり、におい、油膜の有無 

• ゴミや残土の投棄、造成など 

 

２）モニタリングに当たっての各主体の役割 

モニタリングに当たっての主体を７つに区分します。各主体の役割を示します。 

 

① エコツアー実施者 

エコツアーの下見や実施の際に、自然観光資源の変化や問題点を把握し、事務局に報告します。 

 

② エコツアー参加者 

エコツアー後に実施するアンケートなどを通じて、自然環境の簡易調査に協力してもらいます。 

 

③ 動植物や生態系の専門家・研究者 

事務局からの依頼を受け、動植物の生息地・生育地の調査を実施します。また、その結果と実施

者から報告されたデータを用いて動植物や生態系の現状を評価し、必要に応じて改善方法の提案を

行います。なお、専門家である推進アドバイザーの任命は別途、推進協議会の協議を経て決定し

ます。 

 

④ 文化財や伝統文化の専門家・研究者 

事務局からの依頼を受け、文化財や伝統文化の調査を実施します。また、その結果と実施者から

報告されたデータを用いて文化財や伝統文化の現状を評価し、必要に応じて改善方法の提案を行い

ます。なお、専門家である推進アドバイザーの任命は別途、推進協議会の協議を経て決定します。 

 

⑤ 推進協議会 

事務局からモニタリングの結果と改善方法についての報告を受け、改善方法を協議します。 

 

⑥ 推進協議会の事務局 

  必要に応じて専門家に調査を依頼し、提示された評価や改善方法を取りまとめて、推進協議会に
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報告します。また、そこでの協議結果に基づき、各主体と改善に向けた調整を行います。 

 

⑦ 行政 

事務局と協議を行いながら、担当する自然観光資源の状況の改善を検討します。 

 

３）評価の方法 

① 評価の視点 

調査や各主体から報告されたデータを元に、次の２点について評価を行います。 

• エコツアーの実施が自然観光資源に与えている影響の有無と程度 

• 自然観光資源の保全や継続上の課題の有無と程度 

 

② 評価の周期 

評価は、全体構想を見直す際に実施します。 

 

③ 評価を実施する主体 

事務局及び専門家が評価を実施し、必要に応じて改善方法を提案します。そして、その結果を推

進協議会で確認します。 

 

４） 専門家や研究者の関与の方法 

専門家や研究者はモニタリングに以下の方法で関与します。 

 

① 動植物や自然生態系の専門家・研究者 

動植物の生息地・生育地の調査結果と、実施者から報告されたデータを用いて評価分析を行

い、改善方法を提案します。 

 

 ② 文化財や伝統文化の専門家・研究者 

文化財や伝統文化の調査結果と、実施者から報告されたデータを用いて評価分析を行い、改

善方法を提案します。 

５） モニタリング及び評価結果の反映方法 

モニタリング及び評価結果は、以下の方法で協議会において対応し、自然観光資源の保全と再

生を図ります。 

 

① 実施者への周知と指導 

協議会事務局がモニタリングの評価結果と改善方法を実施者に周知あるいは指導し、エコツ

アーの実施方法の改善を図ります。 

 

② 関係部署との協力による対応の検討 
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実施者では対応が難しい案件については、行政の関係部署と対応を検討します。 

 

③ 特定自然観光資源への指定の検討 

モニタリング及び評価の結果、自然観光資源を保護するための制限が必要だと判断された場

合には、特定自然観光資源への指定を検討します。指定に当たっては、関係各位の生活文化や

管理経営に支障がないよう十分に検討するものとします。 

 

（４）その他 

１）主な情報提供の方法 

主に、次の方法により、串間エコツーリズムに関する情報を市の内外に幅広く提供します。 

 

① インターネット等の活用 

串間エコツーリズム推進協議会の公式ホームページや、公式インスタグラムをはじめとするソー

シャル・ネットワーク・サービス等を通じて、エコツアーの案内をはじめとする各種の情報提供を

行います。 

 

② 市報 

エコツアーの案内や人材育成講座の受講者募集などを掲載し、広く市民に情報を提供するととも

に、エコツーリズムを周知します。 

 

③ エコツアーの案内チラシ 

エコツアーの案内チラシを作成・配布して、参加者を募集します。 

 

④ マスコミや協力団体の機関紙など 

新聞・雑誌や協力団体の機関紙などにエコツアーの案内を掲載してもらえるように依頼します。

また、新聞・雑誌やテレビ・ラジオなどに紹介されるように働きかけます。これにより、広く情報

が提供されるようにします。 

 

⑤ エコツーリズム出前講座 

地域住民やＮＰＯなどが主催するエコツアーを増やしていくために、要望に応じて、串間エコツ

ーリズムの内容やエコツアーの企画方法を説明するエコツーリズム出前講座を実施します。 

 

⑥ 主務省庁 

本全体構想の認定後は、主務省庁に対して、エコツーリズム推進法第７条第１項に基づく積極的

な広報を依頼します。 

 

⑦ その他 
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エコツアーの参加者募集は、過去にエコツアーに参加した方への手紙等による直接的な情報提供

の効果が高いことから、これを実施します。 

２）ガイドコーディネーターなどの人材の育成及び研鑽の方法 

魅力的なエコツアーを継続的に実施していくためには、エコツアーのガイドをはじめとして、エコ

ツアーに関する様々なことを調整し、一つにまとめるコーディネーターや、地域人材を取りまとめる

マネージャー、新しいプログラムを生み出し、統括するプロデューサーなどを担う人材が必要です。

そこで推進協議会が実施主体となり、次の方法でガイドやコーディネーターなどの人材育成及び研鑽

を行います。 

 

① エコツアー人材育成講座の実施 

エコツーリズムに関わる人を増やして、串間市におけるエコツーリズムの裾野を広げることや、

実施者のスキル確保及びガイドが不在となっている分野（地形・地質など）を担える新たな実施

者の育成等を目的として、人材育成講座を実施します。 

 

② エコツーリズム講習会・交流会 

実施者を対象として、ガイドやコーディネートなどの技術や、安全管理技術の習得、課題の共有

などを目的としたエコツーリズム講習会や交流会を実施します。 

 

３）住民参加を推進する方策 

第３章の（２）の３）「エコツアーが実施される場所」で示した、「すべての地域と住民の参加」

を実現するために、次の方法で住民参加を推進します。 

 

 ①住民に向けた情報発信 

住民参加を促すためには、住民へのエコツーリズムの知名度と理解度の向上が不可欠です。

そのため、住民に向けた情報発信を行います。 

 

② エコツアー実施の際の協力依頼 

できるだけ多くの住民に、自分のできる範囲でエコツアーに関わって頂くことが望まれるこ

とから、エコツアー実施の際には、事務局や実施者が住民に協力を依頼します。 

  

③ エコツーリズム出前講座 

地域住民やＮＰＯなどが主催するエコツアーを増やしていくために、要望に応じて、串間エ

コツーリズムの内容やエコツアーの企画方法を説明する出前講座を実施します。 

 

４）エコツアーを自然の保全・再生や文化の継承に役立てる方策 

基本方針で示されている「先祖からの恩恵を次世代へ恩送り」することを実現するため、例え

ば、エコツアーの参加費の一部を積み立て、自然の保全・再生や文化の継承に役立てる基金を創

設するなどの方策を検討します。 
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５）新規参入事業者への対応 

新規参入を希望するエコツアー事業者に対して、推進協議会は、本全体構想の順守を求めます。

また、本全体構想を守らない事業者が串間エコツーリズムやこれに類似する名称を使用すること

がないようにする方策を検討します。 
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第４章 自然観光資源の保護及び育成 

 

（１）自然観光資源の保護及び育成の方法 

自然観光資源の保護及び育成の方法については、京都大学野生動物研究センターや宮崎大学な

どの専門家や、推進協議会で事業者として認定・登録を受けた者が、本全体構想に記載したモニ

タリング及び評価によって状況を把握し、事務局を通じて推進協議会に報告するとともに、そこ

での協議結果に基づき、各主体と改善に向けた調整を行います。 

 

（２）自然観光資源に関係する主な法令及び計画 

自然観光資源に関係する主な法令及び計画を以下に示します。 

 

自然観光資源に関係する主な法令及び計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

法令等 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自然公園法 

・絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 

・特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律 

・鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律 

・森林法 

・文化財保護法 

・河川法 

・都市計画法 

・水産資源保護法 

・国有林野の管理経営に関する法律 

・保護林制度（国有林野） 

・国有林の地域別の森林計画 

・地域管理経営計画 

・国有林野施業実施計画 

・宮崎県希少野生動植物の種の保護に関する条例 

・宮崎県水と緑の森林づくり条例 

・串間市水辺環境保全都市宣言 

・串間市環境審議会条例 

・串間市ゼロカーボンシティ宣言 

 

また、エコツアーを実施する際には、下記の関係法令を順守します。 

・旅行業法 

・道路交通法 

・道路運送法 

・旅館業法 
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・食品衛生法 

・漁業法 

・海岸法 

・海上運送法 

 

（３）特定自然観光資源の指定 

自然観光資源のうち、自然の保全や文化の継承に重要な問題が生じる可能性があるものについ

ては、特定自然観光資源への指定を検討します。また、指定に当たっては、関係各位の生活文化

や管理経営に支障がないよう十分に検討するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



串間エコツーリズム推進全体構想 

51 

 

第５章 推進協議会の参加主体 

 

推進協議会に参加する者の名称又は氏名、その役割分担 

 

推進協議会 組織                        ※順不同・敬称略   

役 職 団体（組織）等 職・氏名 備 考 

名 誉 会 長 串間市 市長      島田 俊光  

会 長 元市議会議長         田上 俊光  

副 会 長 串間商工会議所 会頭      堀口 勝郎  

副 会 長 串間市観光協会 会長      中村 貢治  

委 員 串間市議会 議長      瀬尾 俊郎  

委 員 JA 串間市大束 代表理事組合長 渡邊 博康  

委 員 JA はまゆう串間支所 支所長     川崎 博文  

委 員 串間市漁業協同組合 代表理事組合長 鬼塚 荘次  

委 員 串間市東漁業協同組合 代表理事組合長 門田 国光  

委 員 南那珂森林組合 
代表理事組合長 

  井上 文利 
 

委 員 都井御崎牧組合 組合長     迫田 幸四郎  

委 員 串間市自治会連合会 会長      河野 日出男  

委 員 串間市観光物産協会 事務局長    辻 貴光  

委 員 推進部会 部会長     河野 良人  

委 員 えびの自然保護官事務所 自然保護官   黛 絵美 環境省 

委 員 九州森林管理局宮崎南部森林管理署 署長      福嶋 貢史 林野庁 

委 員 宮崎県自然環境課 主幹      飽田 智洋 宮崎県 

監 事 宮崎銀行串間支店 支店長     松本 賢一  

監 事 宮崎太陽銀行串間支店 支店長     甲斐 慎吾  

 

推進部会 組織 

役 職 団体（組織）等 職・氏名 備 考 

部 会 長 農家民宿 camp 権代 代表      河野 良人 
グリーンツーリズム 

農山漁村民泊 

部 会 員 有限会社 海心 社長      川崎 義成 漁業体験 

部 会 員 ゆめ牧場 代表      鬼塚 修二 農業体験 

部 会 員 串間市観光物産協会 ガイド     大隈 大輝 自然ガイド 

部 会 員 くしま n 自然学校 事務局長    谷口 恵子 自然体験 

部 会 員 本城歴史発見塾 代表      鎌田 芳徳 歴史ガイド 

部 会 員 環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ環の会 代表      河野 幸子 環境ボランティア 

部 会 員 宮崎果汁株式会社 大迫 成長 自然体験 
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部 会 員 お茶の葉香園 内田 宗宏 伝統産業体験 

部 会 員 夏休みこども寺子屋実行委

員会（極楽寺） 

徳永 佳嗣 伝統文化体験 

部 会 員 森と海のあいだのトージバ 代表 渡邊 尚 自然体験 

部 会 員 NPO 法人サード・プレイス 鈴木 千栄子 フットパスガイド 

部 会 員 花の里 さとみ 田上 俊光 体験民泊 

 

推進アドバイザー 組織 

アドバイザー 宮崎大学農学部（草原生態系） 教授    西脇 亜也 有識者（植物） 

アドバイザー 宮崎大学 准教授    小林 郁雄 有識者（獣医士） 

アドバイザー 宮崎大学農学部 准教授    深見 裕伸 有識者（水産学） 

アドバイザー NPO法人 宮崎野生動物研究会 理事長   岩本 俊孝 有識者（動物） 

アドバイザー 京都大学野生動物研究センター 技官     鈴村 崇文 有識者（動物） 

アドバイザー 宮崎県環境保全アドバイザー       伊東 嘉宏 有識者（地質） 

アドバイザー 株式会社フェリーさんふらわあ 課長    田中 隆吾 旅行業者 

アドバイザー 串間歴史愛好会 代表    田中 靖基 歴史・文化 

アドバイザー 串間市役所生涯学習課 課長    川崎 信子 串間市 

アドバイザー 
串間市役所 

商工観光スポーツランド推進課 
課長     吉田 高広 串間市 
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第６章 その他串間エコツーリズムの推進に必要な事項 

 

（１） 環境教育の場としての活用と普及啓発 

郷土の豊かな自然資源や生活文化の恩恵を、浪費させることなく次世代へ送り届けるためには、

学校教育活動や社会教育活動など、様々な機会を通して、地域全体が環境教育に取り組むことが

必要です。 

本地域では、資源保護的にも地域経済的にも持続可能な社会を目指すため、エコツーリズムに

環境教育の要素を取り入れて、自然資源を大切にする次世代を育成し、郷土愛を育む取り組みを

推進していきます。 

 

１）ガイダンス及びプログラムの実施に当たっての留意点 

 

① 本地域で体感・習得できるテーマの整理 

推進協議会では、串間ならではの動植物や生活文化を活用した感動体験を通して、その素晴

らしさを再認識したり、自然資源を守りながら活かすための生活文化や知識等を習得したりで

きる素材やメニュー等について、その情報を把握・整理します。 

  

② エコツアー実施者や地域住民に対する理解の促進 

推進協議会が主催する説明会や講演会を通して、エコツアーの目的や、地域に期待される効

果について、実施者や地域住民に対して啓発を続けることで、本地域の環境問題や環境教育へ

の理解を深めます。 

 

③ エコツアー参加者に対する機会の提供 

実施者は、単に体験の機会だけを提供して終わるのではなく、参加者自らが地域の問題点や

課題、そしてその解決方法を考えることを通じて、理解を深めるようにプログラムの内容を工

夫し、環境問題や環境教育の取り組みを推進します。 

 

④ 環境負荷のより低いエコツアーに向けた取り組みの推進と普及啓発 

実施者は、ゴミの減量を図る取り組みの推奨や、自然に配慮した環境負荷の低いエコツアー

を実施するとともに、その仕組みと意義を参加者に解説します。さらに、参加者がエコツアー

終了後もこれらの環境配慮行動を続けられるように啓発を行います。 

 

２）地域住民に対する普及啓発の方法 

エコツーリズムによる環境教育の取り組みを推進するためには、地域住民の方々の理解と協力
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が必要です。推進協議会では、インターネットやポスター、リーフレット等による情報提供をは

じめ、地域住民向けの説明会を開催するとともに、学校教育活動や社会教育活動とも連携をして

ゆくことで、エコツアーの意義と効果を広く一般向けにアピールし、さらに環境問題への理解も

深めて頂くための取り組みを行います。 

 

（２）他の法令や計画との関係及び整合 

串間エコツーリズムは、Ｐ４９の（２）に記載した「自然観光資源に関係する主な法令及び計

画」を順守し、配慮して実施します。 

 

（３）農林水産業や土地所有者等との連携及び調和 

推進協議会及び実施者は、串間市で産出される農林水産物の活用を積極的に推進します。お土

産などに地元産品を勧めることや、農林水産業の魅力を伝えるエコツアー等を実施することで、

地元産品の消費促進や後継者を育成する取り組みに寄与します。 

実施者や参加者は、個人の所有地や農地、林地へ無断で立ち入らないように注意します。例え

ば、畜産農家の農場等へ立ち入る場合には、防疫対策などで十分な配慮が必要であるため、関係

団体には事前に相談し、了解を得たうえで実施します。河川や海で魚介類の観察や漁業体験をす

る場合にも、漁協などの関係団体に相談して、漁業権などのルールに従って利用します。また実

施者は、歩道や案内看板の整備等が必要と想定される場合には、事前に土地管理者と十分な協議

(貸付手続き等)を行う必要があります。 

 

（４）地域振興への貢献 

１）地場産品の活用 

実施者が、エコツアーで使用する物品等に地元のものを使用したり、エコツアー内に地場産品

や店舗の紹介を組み込んだりすることで、地域の振興につながり、関係者からの理解や協力も得

られます。また実施者は「なぜこの商品が良いのか」を参加者に説明することで、参加者も納得

して購入できます。 

また推進協議会は、地場産品の魅力や特徴などの情報を集積し、積極的に実施者及び参加者に

提供することで、これらの取組を支援します。 

 

２）滞在日数増加のための取り組み 

推進協議会は、滞在型観光を推進するために、エコツアーと宿泊施設との連携を奨励し、体験

ができる民泊等の取り組みを促進します。また、エコツアーの参加希望者には、市内で実施され

るエコツアーメニューの一覧情報を提供することで、滞在時間の増加を目指します。 

 

３）『くしまファン』育成のための取り組み 
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実施者は、参加者に対して、串間ならではの感動体験メニューを提供して、串間を何度も訪れ

て頂けるような『串間ファン』の獲得を目指します。 

 

４）フットパスの推進 

フットパスは関係人口・交流人口を増加させるだけでなく、地域住民の参画や結束力を高めるこ

とができる観光手法であるため、地域振興に有効です。また、参加者が地域住民と直接触れ合う

機会があること、魅力的な地場産品を味わえることから、『くしまファン』の獲得にも有効です。

これらの観点から、推進協議会はエコツーリズム推進の一つの手法として、フットパス推進に取

り組みます。 

 

（５）地域の生活や慣習への配慮 

エコツアーが、地域住民の生活や伝統文化、生活文化に悪影響を及ぼすことのないよう、以下

の点に配慮します。なお、これらはルールとして設定します。 

 

① 地域住民の生活空間で行われるメニュー（まち歩きや史跡めぐり、農林漁業体験、フットパ

ス等）では、地域の生活環境や営農環境を守るため、実施者は個人の敷地や農地、漁場等に

立ち入る場合は、事前に十分な説明を行って承諾を得るようにします。また、参加者はガイ

ドの案内なしに個人の敷地や農地などに立ち入らないように配慮します。 

 

② 実施者は、エコツアーの実施日時や目的について、事前に地域住民に十分説明して、理解

を得るようにします。 

 

③ 実施者、参加者ともに、串間市に伝わる伝統文化を尊重し、エコツアーでの活用が伝統文化

の本来の姿を変えないように留意します。 

 

（６）安全管理 

エコツアーの参加者や実施者の安全を確保するため、以下の対策を行います。なお、これらは

ルールとして設定します。 

 

① 実施者は、保険（傷害保険や賠償責任保険）に加入し、補償内容を参加者に事前に明示する

とともに、緊急時の連絡先や対応を明確にします。また、船の場合は必ず事前に海上保安庁

に届け出を出すことを徹底します。 

 

② 実施者は、事前に活動場所の下見を十分に行い、エコツアー中に発生する可能性がある危険

を把握し、必要に応じて危険箇所を回避するためのルート変更や、天候悪化などに備えて代
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替え案を用意し、参加者の安全を確保します。また、海上では救命胴衣を着用するなど必要

な資材を準備し、参加者の安全を確保します。 

 

③ 実施者は、エコツアー実施時の気象条件を的確に把握し、参加者の安全確保を第一に考え、

エコツアー実施の可否や、参加者へ注意喚起すべき点を十分に考慮します。 

 

④ 実施者は、実施前や実施中に参加者への注意喚起を必ず行い、参加者は実施者の注意に従 

って行動します。また実施者は、歩道や案内看板の整備等が必要と想定される場合には、事

前に土地管理者と十分な協議(貸付手続き等)を行います。 

 

⑤ 実施者は、エコツアー中のケガや虫刺されなどに備え、救急医療品を用意します。 

 

⑥ 推進協議会は、実施者が主体的にリスクマネジメントを行えるように、実施者を対象とし 

た救急救命講習会を開催し、実施者はその講習を受講するものとします。また実施者は、推

進協議会が作成する安全管理について記載したエコツアー実施の手引きをもとに、主体的に

リスクマネジメントを行います。 

 

（７）推進協議会の公開 

推進協議会の会議については、原則としてこれを公開します。これについては別途に傍聴要領

を定め、この要領に基づいて、何人でも推進協議会の会議を傍聴できるものとして、その運営に

ついて透明性を確保し、同時にエコツーリズムに対する市民の理解を深めることを目指します。 

 

（８）全体構想の公表 

全体構想の変更、廃止を行なった際には、串間市や串間市観光協会のＨＰ等で、内容を公開し

ます。また、エコツーリズムの普及を目的として、インターネット、市の広報誌やパンフレット

等を活用しながら、広く一般にお知らせします。 

 

（９）全体構想の見直し 

全体構想に基づいてエコツーリズムを推進する際に、時代や環境の変化によって、様々な課題

が発生することが予想されます。全体構想については、推進協議会総会において毎年現状を点検

し、５年ごとを目途に見直しを行います。 

 

（１０）その他 

 新たに協議会の構成員に加わる意思の申し入れがあった際の手続きや、協議会の透明性の確保

など、協議会の組織及び運営に関し必要な事項については、協議会の規約に定めることとします。 
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《付録１》 

本構想中に記載されている推進協議会の役割の分担 

実施主体 内容 

推進協議会（総会） 

■全体構想の点検、見直し内容の承認 

■推進部会から推薦された優良メニューの認定・登録の承認 

■その他、串間エコツーリズムの推進に必要な事項 

推進部会 

■全体構想の点検、見直し内容の検討 

■ルールの策定・普及・見直し等（環境保全、安全対策、質の向上） 

■優良なエコツアーメニューの認定・登録の推薦 

■ガイド育成・研修内容検討等 

■くしまエコツーリズム・プロデューサーの利用促進・方策の検討等 

■モニタリング（ゴミの不法投棄、植物の盗掘、外来種の侵入等を監視） 

■環境教育（体験メニューの整理、行政・学校・自治会等への普及啓発等） 

■自然観光資源の保護及び育成に関すること 

■農林漁家民宿の情報提供及び普及啓発 

■その他、串間エコツーリズムの推進に必要な事項 

事務局 

■優良な認定・登録エコツアーの推奨 

・エコツアー企画の登録申請シートの作成と申請受付 

・認定登録メニューの積極的な販促ＰＲとマネジメント 

■ルールの運用 

・実施者用チェックリストの作成 

・実施者や参加者からの相談受付、推進部会へのフィードバック 

■情報提供 

・チラシ、ポスターパンフ、インターネット、メディア等への働きかけ 

・地域住民への情報提供及び普及啓発 

■関係者・機関等の連携 

・実施者等による話し合いの場の設定等 

・農林水産業や土地の所有者等との連携 

■地域振興 

・地場産品の整理、エコツアーでの地場産品の消費や情報提供の推奨 

■渉外業務 

・実施者、参加者からの報告・相談受付、アドバイス等 

・他機関への協力依頼等 

・新規事業者への対応等 

■その他 

・総会、部会等が担う役割の事務的補助（日程調整、資料配布、講習会準備等） 

・その他、串間エコツーリズムの推進に必要な事項 

※本表については、迅速かつ臨機応変に、効果的な役割分担になるよう随時見直しを行うこととし、

部会及び事務局の役割については、該当部会及び事務局合意が得られれば変更できるものとする。 
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《付録２》 

串間エコツーリズム推進協議会規約 

 

 

（目的） 

第１条 この会は、国のエコツーリズム推進法の理念に基づき、串間市におけるエコツーリズム

の取り組みを総合的かつ効果的に推進するため、串間市の豊かな自然観光資源を持続可能なかた

ちで保全するとともに、これを活用して交流人口の増加や地域の元気化を図り、現在及び将来の

串間市民の健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的とする。 

 

（名称） 

第２条 この会は、串間エコツーリズム推進協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

 

（事業） 

第３条 協議会は、第１条の目的を達成するために、次の各号の事業を行う。 

(１) 串間エコツーリズム推進全体構想の策定 

(２) 串間エコツーリズム推進協議会と推進部会の開催・運営 

(３) エコツーリズム推進に係る関係各位との協議や連絡調整 

(４) 全体構想策定に必要な地域資源の現状把握と保護活用に向けたルール作り 

(５) エコツアーメニューの認定・登録（内容審査と事業者への助言指導） 

(６) エコツアー実施者を育成する人材養成講座の開催 

(７) 協議会委員や推進部会員、事務局員等によるエコツーリズム先進地域への視察研修 

(８) 市内外における串間エコツーリズムの啓発と販促ＰＲ 

 

（構成） 

第４条 協議会は、エコツーリズムの推進に係る各分野の活動団体や経済団体、事業者、地域住

民、有識者、NPO 法人、行政など、別紙の組織体制表に掲げるもので組織する。 

２ 協議会は、エコツーリズムが実施される地域や事業者等の意見を協議会に反映させるために、

その下部組織として、別紙の組織体制表に掲げるもので推進部会を組織する。 

３ 新たに協議会委員（以下「委員」という。）や推進部会員（以下「部会員」という。）として

参加を希望するものがあるときは、委員においては協議会で、部会員においては推進部会で、そ

れぞれ議決によってその可否を決定する。 

４ 前項の規定について、協議会は、反社会的勢力団体及び宗教的団体等に属するまたは支持す

る個人・団体の参加は認めないこととする。 

 

（役員） 

第５条 協議会には、名誉会長１名、会長１名、副会長２名、監事２名を置き、推進部会には部

会 

長１名を置く。 

２ 名誉会長は串間市長をもって当てる。 
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３ 会長、副会長は委員の中から互選により選任する。 

４ 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。 

５ 監事は委員の中から互選により選任し、部会長は部会員の中から互選により選任する。 

 

（アドバイザー） 

第６条 協議会は、第３条に規定する事業に関し、必要に応じて意見を求めるために、アドバイ

ザーを置くことができる。 

２ アドバイザーは、会長または部会長が会議に招集し、発言を求めることができる。 

 

（役員の任期） 

第７条 役員の任期は２年とする。ただし再任は妨げない。 

２ やむを得ない事由により役員に欠員が生じた場合は、第４条及び第５条の規定により後任者

を選出する。 

 

（役員の任期満了又は辞任の場合） 

第８条 役員は、その任期が満了し、又は辞任により退任しても、後任の役員が就任するまでの

間は、なおその業務を行うものとする。 

 

（役員会） 

第８条の２ 役員会は、会長、副会長及び部会長をもって構成する。 

２ 役員会は会長が招集し、毎年１回開催する。 

３ 臨時役員会は、会長が必要に応じて開催する。 

４ 役員会の議長は、会長が当たる。会長に事故あるときは、他の役員の中から互選により議長

を 

選任する。 

５ 役員会は、次の各号に掲げる事項を議決する。 

（１）協議会に付議する事項 

（２）事業計画及び収支予算 

（３）前各号のほか、会長が必要と認めた事項 

６ 役員会の議決は、役員会の構成員の過半数が出席し、その過半数をもって行う。 

 

（事業計画及び収支予算） 

第８条の３ 協議会の事業計画及び収支予算については、毎事業年度開始日の前日までに会長が

作成し、役員会の承認を経て、直近の協議会において報告するものとする。 

 

（事業報告及び決算） 

第８条の４ 協議会の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、会長が次の各号の資料

を作成し、監事の監査を受けた上で、直近の協議会において承認を受けなければならない。 

（１）事業報告書 

（２）収支決算書 
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（３）前各号のほか、会長が必要と認めた事項 

（協議会） 

第９条 協議会は、その会議を毎年１回以上開催する。 

２ 協議会の議長は、会長が当たる。 

３ 会長、副会長ともに事故ある場合には、委員の中から互選により議長を選任する。 

 

（協議会の招集）  

第 10 条 協議会は会長が招集し、少なくともその開催の７日前までに、会議の日時、場所、目

的及び審議事項を委員に通知しなければならない。 

 

（協議会の決議方法等） 

第 11 条 協議会は、委員現在数の過半数の出席がなければ開くことができない。 

２ 委員は、協議会において、各１個の議決権を有する。 

３ 協議会においては、前条第１項によってあらかじめ通知された事項についてのみ議決するこ

とができる。ただし、緊急を要する事項については、この限りでない。 

４ 協議会の議事は、出席者の議決権の過半数をもって決し、可否同数のときには、議長の決す

るところによる。 

５ 議長は、委員として協議会の議決に加わることができない。 

 

（書面又は代理人による表決） 

第 12 条 やむ得ない理由により協議会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項につ

き、書面又は代理人をもって議決権を行使することができる。 

２ 前項の書面は、協議会の開催日の前日までに協議会に到着しないときは無効とする。 

３ 第１項の代理人は、代理権を証する書面を協議会に提出しなければならない。 

４ 第 11 条第１項及び第４項の規定の適用については、第１項の規定により議決権を行使した

者は、協議会に出席したものとみなす。 

 

（協議会の権能） 

第 13 条 協議会は、この規約において別に定めるもののほか、次の各号に掲げる事項を議決す

る。 

(１) 串間エコツーリズム推進全体構想の承認 

(２) 串間エコツーリズム推進全体構想の点検、見直し内容の承認 

(３) 推進部会から推薦された優良なエコツアーメニューの認定・登録・取り消しの決定 

(４) その他、串間エコツーリズムの推進に必要な事項 

 

（協議会の議事録） 

第 14 条 協議会の議事については、議事録を作成しなければならない。 

２ 議事録は、少なくとも次の各号に掲げる事項を記載するものとする。 

(１) 日時及び場所 

(２) 委員の現在数、当該協議会の出席委員数、第 12 条第４項により当該協議会に出席したとみ
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なされた者の数及び当該協議会に出席した委員名 

(３) 議案 

(４) 議事の経過の概要及びその結果 

(５) 議事録署名人の選任に関する事項 

３ 議事録は、当該協議会に出席した委員のうちからその協議会において選任された議事録署名

人１名以上が記名押印しなければならない。 

４ 議事録は、第 20 条の事務所に備え付けておかなければならない。 

５ 会長は、委員からの請求があったときは、議事録を閲覧させなければならない。 

 

（推進部会） 

第 15 条 推進部会は、部会長が必要と認めるときに開催する。 

２ 推進部会の議長は、部会長が当たる。 

３ 部会長に事故ある場合には、部会員の中から互選により議長を選任する。 

 

（推進部会の招集）  

第 16 条 推進部会は部会長が招集し、その開催の前日までに、会議の日時、場所、目的及び審

議事項を部会員に通知しなければならない。 

 

（推進部会の決議方法等） 

第 17 条 推進部会は、部会員現在数の過半数の出席がなければ開くことができない。 

２ 部会員は、推進部会において、各１個の議決権を有する。 

３ 推進部会の議事は、出席者の議決権の過半数をもって決し、可否同数のときには、議長の決

するところによる。 

４ 議長は、部会員として推進部会の議決に加わることができない。 

 

（推進部会の権能） 

第 18 条 推進部会は、この規約において別に定めるもののほか、次の各号に掲げる事項を議決

する。 

(１) 串間エコツーリズム推進全体構想の点検、見直し内容案の策定 

(２) 優良なエコツアーメニューの認定・登録に向けた協議会への推薦 

(３) 環境保全や安全対策、メニューの質の向上等を目的とするルールの策定、普及、見直し 

(４) 人材育成講座の内容や視察研修内容の検討及びその実施の決定 

(５) 串間エコツーリズムの普及や販促ＰＲ方法の検討及びその実施の決定 

(６) その他、串間エコツーリズムの推進に必要な事項 

 

（推進部会の議事録） 

第 19 条 推進部会の議事については、議事録を作成しなければならない。 

２ 議事録は、少なくとも次の各号に掲げる事項を記載するものとする。 

(１) 日時及び場所 

(２) 部会員の現在数、当該推進部会の出席部会員数、及び当該推進部会に出席した部会員名 
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(３) 議案 

(４) 議事の経過の概要及びその結果 

３ 議事録は、第 20 条の事務所に備え付けておかなければならない。 

４ 部会長は、部会員からの請求があったときは、議事録を閲覧させなければならない。 

 

（事務局） 

第 20 条 協議会は、その業務を執行する為、事務局を置く。 

２ 事務局は、事務局長及び所要の職員を置く。 

３ 事務局長は、事務局の中から会長が任命する。 

４ 協議会及び推進部会の庶務は、事務局長が総括する。 

５ 事務局は、串間市大字西方 5550 番地（串間市役所商工観光スポーツランド課内）に置く。 

 

（委任） 

第 21 条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は会長が別に定める。 

 

 

附則 

この規約は、平成 26 年４月 24 日から施行する。 

この規約は、平成 28 年４月１日から施行する。 

この規約は、平成 29 年３月 29 日から施行する。 
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